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﹁
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
﹂（
３
面
に

法
案
の
概
要
）
が
︑
４
月
11
日
の
衆
議
院
本

会
議
に
続
き
︑
４
月
26
日
の
参
議
院
本
会
議

で
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
・
成
立
し
た
︒
同

法
は
︑
①
荷
主
や
物
流
事
業
者
等
に
対
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
荷
待
ち
時
間
等
の

短
縮
︑
積
載
率
の
向
上
等
に
資
す
る
取
り
組

み
を
行
う
努
力
義
務
を
課
す
と
と
も
に
︑

一
定
規
模
以
上
の
事
業
者
に
対
し
て
︑
計

画
の
作
成
や
そ
の
取
り
組
み
状
況
の
報
告
等

を
義
務
付
け
︑
②
元
請
事
業
者
に
対
し
︑
実

運
送
事
業
者
の
名
称
等
を
記
載
し
た
実
運

送
体
制
管
理
簿
の
作
成
を
義
務
付
け
る
と

と
も
に
︑
荷
主
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
等
に
対
し
︑
運
送
契
約
締
結
時
の
書
面
交

付
等
を
義
務
付
け
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と

す
る
も
の
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
含
む
物

流
産
業
全
体
の
持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
︑
坂
本
克
己
会
長

を
先
頭
に
政
・
官
・
業
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
︑
成
立
へ
向
け
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
結

果
︑
審
議
入
り
か
ら
成
立
ま
で
異
例
の
ス
ピ

ー
ド
で
可
決
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
成
立
に
あ
た
っ
て
﹁
流
通
業
務
総

合
効
率
化
法
﹂
の
名
称
は
︑﹁
物
資
流
通
効

率
化
法
﹂
へ
変
更
さ
れ
た
︒

　

現
在
︑
物
流
事
業
者
が
独
自
に

貨
物
輸
送
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と

し
て
も
実
施
困
難
な
場
合
が
多
く
︑

ま
た
︑
貨
物
の
輸
送
先
で
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が
契
約
に
な
い
荷
役
作

業
や
陳
列
作
業
等
の
附
帯
作
業
を

指
示
さ
れ
た
り
︑
長
時
間
の
荷
卸

し
待
ち
等
を
強
い
ら
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
物
流
事
業
者
間
の
取

引
関
係
に
お
い
て
は
︑
多
重
下
請

構
造
が
存
在
す
る
た
め
︑
実
運
送

事
業
者
が
適
正
な
運
賃
を
収
受
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
多
い
︒
物
流
の
生
産
性
向
上
を

図
る
と
と
も
に
︑
物
流
産
業
を
魅

力
あ
る
職
場
と
す
る
た
め
に
は
︑

荷
主
企
業
︑
物
流
事
業
者
の
双
方

に
お
い
て
非
効
率
な
商
慣
行
の
見

直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
︑
政
府
は
今
年
２

月
13
日
に
同
法
案
を
閣
議
決
定
し
︑

今
国
会
で
の
審
議
を
進
め
て
き
た
︒

　

同
法
案
は
︑
３
月
21
日
に
衆
議

院
本
会
議
で
趣
旨
説
明
お
よ
び
質

疑
が
行
わ
れ
て
か
ら
︑
順
調
に
審

議
を
重
ね
て
の
ス
ピ
ー
ド
成
立
と
な

っ
た
が
︑
４
月
５
日
の
衆
議
院
国
土

交
通
委
員
会
お
よ
び
４
月
23
日
の

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
馬
渡
雅
敏

副
会
長
が
参
考
人
と
し
て
出
席
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
代
表
し
意

見
陳
述
し
た
︒

　

馬
渡
副
会
長
は
︑﹁
同
法
案
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
含
む
物
流

産
業
全
体
の
持
続
的
な
成
長
の
た

め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
︑﹃
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
﹄
を
ス
タ
ー
ト

と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
構

造
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
︑

ぜ
ひ
可
決
・
成
立
し
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
述
べ
る
と
と
も
に
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て
も
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の

是
正
と
賃
上
げ
に
よ
る
処
遇
改
善

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
﹂
と

述
べ
た
︒

　

な
お
︑
衆
議
院
お
よ
び
参
議
院

の
国
土
交
通
委
員
会
で
の
可
決
に

際
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
17
項
の
附
帯

決
議
が
付
さ
れ
た︵
２
面
に
全
文
︶︒参議院本会議で法案成立を見届ける坂本会長（中央）

「流通業務総合効率化法及び貨物自動車運送事業法の一部を改正する法律案」を賛成多数で可決した衆議院本会議（4月11日、右）、参議院
本会議（4月26日、左）

参考人として衆参両院の国土交通委員会
で意見陳述を行った馬渡雅敏全ト協副会
長（参議院、4月23日）

4月11日衆院 4月26日参院 業界の実力でスピード可決‼
馬渡会長 現場の課題を熟知 実のある発言を連発！

「国政
3 3

」で高い評価をゲット！
坂本会長 業界の底力で「国政

3 3

」を動かす！
異例の17項に及ぶ附帯決議
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国会審議の経過
衆議院

3 月 21 日　衆議院本会議
                （趣旨説明および質疑）
3 月 27 日　衆議院国土交通委員会
                （趣旨説明および質疑）
4 月  3 日　衆議院国土交通委員会
                （質疑）
4 月  5 日　衆議院国土交通委員会

（参考人意見聴取および質
疑）

4 月 10 日　衆議院国土交通委員会
                （附帯決議を付して可決）
4 月 11 日　衆議院本会議

（委員長報告および採決。
賛成多数で可決、参議院
へ送付）

参議院
4 月 18 日　参議院国土交通委員会
                （趣旨説明）
4 月 23 日　参議院国土交通委員会
                （�参考人意見聴取および

質疑）
4 月 25 日　参議院国土交通委員会
                （�附帯決議を付して可決）
4 月 26 日　参議院本会議

 （�委員長報告および採決。
賛成多数で可決・成立）

　

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に

当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に

留
意
し
、
そ
の
運
用
に
つ
い

て
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
で

あ
る
。

一　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
つ

い
て
、
現
状
に
お
い
て
過
労

死
や
精
神
疾
患
な
ど
の
健
康

被
害
が
最
も
深
刻
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
た
め
に
深
刻
な

人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る
物

流
産
業
の
現
状
に
鑑
み
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
時
間
外
労

働
の
上
限
を
一
般
労
働
者
と

同
様
に
で
き
る
よ
う
、
関
係

省
庁
、
労
働
者
団
体
を
含
む

関
係
団
体
及
び
荷
主
等
の
連

携
及
び
協
力
を
強
化
し
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金

引
上
げ
の
原
資
と
な
る
適
正

な
運
賃
収
受
の
実
現
や
物
流

効
率
化
等
の
労
働
環
境
改
善

に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る
取

組
を
一
層
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
。
そ
の
上
で
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
の
確

保
及
び
育
成
の
た
め
の
支
援

策
を
講
じ
る
こ
と
。

二　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
賃
金
水
準
の
向
上
等
の
観

点
か
ら
実
運
送
事
業
者
に
お

け
る
適
正
な
運
賃
収
受
を
図

る
た
め
、
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
に
基
づ
く
標
準
的
な

運
賃
を
毎
年
見
直
し
、
当
該

運
賃
の
効
果
に
つ
い
て
検
討

し
、
そ
の
在
り
方
も
含
め
適

時
適
切
な
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
当
該
運
賃
を
活
用
し

て
行
う
荷
主
と
の
適
正
な
運

賃
交
渉
と
適
切
な
価
格
転
嫁

を
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、

実
運
送
事
業
者
に
お
け
る
標

準
的
な
運
賃
の
収
受
及
び
荷

待
ち
時
間
の
短
縮
等
の
状
況

に
つ
い
て
調
査
し
、
公
表
す

る
こ
と
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

賃
金
の
全
産
業
平
均
並
み
の

引
上
げ
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

三　

前
項
の
実
効
性
を
担
保

す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
の

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
、
厚
生
労

働
省
、
中
小
企
業
庁
及
び
公

正
取
引
委
員
会
等
、
関
係
行

政
機
関
に
加
え
、
労
働
者
団

体
を
含
む
関
係
団
体
と
の
更

な
る
連
携
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
悪
質
な
荷
主
等
へ
の

監
視
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま

た
、
市
場
運
賃
を
度
外
視
し

た
安
価
な
運
賃
で
事
業
者
を

募
る
こ
と
や
、
安
価
な
運
賃

で
事
業
を
請
け
負
う
こ
と
に

対
す
る
監
視
を
強
め
、
そ
の

状
況
を
踏
ま
え
て
適
切
な
規

制
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
当
該
関
係
行
政
機

関
等
に
お
い
て
情
報
収
集
と

共
有
を
図
り
、
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
に
基
づ
く
勧
告

及
び
公
表
等
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
。

四　

国
土
交
通
省
に
お
け
る

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
機
能
を

強
化
し
、
荷
主
や
元
請
事
業

者
等
へ
の
是
正
指
導
を
徹
底

す
る
こ
と
。
こ
れ
に
向
け
、

全
国
及
び
地
方
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関

を
活
用
し
、
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
か
ら
の
情
報
収
集

業
を
請
け
負
う
こ
と
に
対
す

る
監
視
を
強
め
、
そ
の
状
況

を
踏
ま
え
、「
荷
主
至
上
主

義
」
の
実
態
か
ら
脱
却
す
る

た
め
、
適
切
な
規
制
措
置
を

導
入
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

当
該
関
係
行
政
機
関
等
に
お

い
て
情
報
収
集
と
共
有
を
図

り
、
関
係
す
る
荷
主
等
に
対

し
、
違
反
行
為
を
是
正
し
再

発
を
防
止
す
る
た
め
、
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
を
始

め
、
独
占
禁
止
法
、
下
請
代

金
法
な
ど
の
関
係
法
令
に
基

づ
く
勧
告
・
公
表
等
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
。

四　

国
土
交
通
省
に
お
け
る

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
機
能
を

強
化
し
、
荷
主
や
元
請
事
業

者
等
へ
の
是
正
指
導
を
徹
底

す
る
こ
と
。
こ
れ
に
向
け
、

全
国
及
び
地
方
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関

を
活
用
し
、
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
か
ら
の
情
報
収
集

や
、
荷
主
・
元
請
事
業
者
等

の
違
反
原
因
行
為
に
係
る
調

査
等
を
補
完
す
る
体
制
に
つ

い
て
、
調
査
員
証
の
発
行
な

ど
に
よ
り
、
強
化
、
明
確
化

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
ト
ラ

や
、
荷
主
や
元
請
事
業
者
等

の
違
反
原
因
行
為
に
係
る
調

査
等
を
補
完
す
る
体
制
に
つ

い
て
、
調
査
員
証
の
発
行
な

ど
に
よ
り
、
強
化
、
明
確
化

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
の
近
代
化
や
、

物
流
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
取
引
の
適
正
化
に
向

け
、
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
を
物

流
産
業
全
体
の
健
全
化
に
向

け
た
組
織
と
す
る
こ
と
や
、

全
国
及
び
地
方
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関

の
業
務
の
拡
大
や
体
制
の
抜

本
強
化
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
る
こ
と
。

五　

一
定
規
模
以
上
の
荷
主

等
に
義
務
付
け
ら
れ
る
中
長

期
的
な
計
画
の
作
成
や
、
元

請
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ

る
実
運
送
体
制
管
理
簿
の
作

成
及
び
下
請
関
係
に
入
る
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
等
に
対
し
て

ッ
ク
運
送
事
業
の
近
代
化
や
、

物
流
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
取
引
の
適
正
化
に
向

け
、
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
を
物

流
産
業
全
体
の
健
全
化
に
向

け
た
組
織
と
す
る
こ
と
や
、

全
国
及
び
地
方
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関

の
業
務
の
拡
大
や
体
制
の
抜

本
強
化
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
と
と
も
に
、
官
民
一
体

で
の
取
組
を
一
層
推
進
す
る

こ
と
。

五　

一
定
規
模
以
上
の
荷
主

等
に
義
務
付
け
ら
れ
る
中
長

期
的
な
計
画
の
作
成
や
、
元

請
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ

る
実
運
送
体
制
管
理
簿
の
作

成
及
び
下
請
関
係
に
入
る
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
等
に
対
し
て

義
務
付
け
ら
れ
る
当
該
管
理

簿
作
成
に
必
要
と
な
る
情
報

の
通
知
に
当
た
っ
て
は
、
事

業
者
等
に
と
っ
て
過
度
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
等
を
行
い
、

制
度
が
円
滑
に
導
入
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
等
が
効
率

的
か
つ
確
実
に
事
業
者
等
の

義
務
付
け
ら
れ
る
当
該
管
理

簿
作
成
に
必
要
と
な
る
情
報

の
通
知
に
当
た
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
等
に
よ
り
円

滑
に
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、

事
業
者
に
と
っ
て
過
度
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
、ま
た
、

ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
等
が
効
率

的
か
つ
確
実
に
取
組
状
況
を

把
握
で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
を
推
進
す
る

こ
と
。

六　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に

お
け
る
多
重
下
請
構
造
の
是

正
を
図
り
、
実
運
送
事
業
者

に
お
け
る
適
正
な
運
賃
収
受

を
実
現
す
る
た
め
、
実
運
送

を
行
わ
な
い
、い
わ
ゆ
る
「
専

業
水
屋
」
に
つ
い
て
も
実
態

を
把
握
し
、
規
制
措
置
の
導

入
も
含
め
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
。

七　

運
送
契
約
の
書
面
及
び

取
組
状
況
を
把
握
で
き
る
よ

う
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
す
る
こ
と
。

六　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に

お
け
る
多
重
下
請
構
造
の
是

正
を
図
り
、
実
運
送
事
業
者

に
お
け
る
適
正
な
運
賃
収
受

を
実
現
す
る
た
め
、
実
運
送

を
行
わ
ず
利
用
運
送
を
専
門

に
行
う
第
一
種
貨
物
利
用
運

送
事
業
者
（
い
わ
ゆ
る
「
専

業
水
屋
」）
に
つ
い
て
も
実
態

を
把
握
し
、
運
転
者
の
運
送

及
び
荷
役
等
の
効
率
化
に
向

け
た
責
務
を
担
わ
せ
る
よ
う

検
討
す
る
な
ど
、
規
制
措
置

の
導
入
も
含
め
必
要
な
対
策

を
講
ず
る
こ
と
。

七　

運
送
契
約
の
書
面
及
び

実
運
送
体
制
管
理
簿
に
つ
い

て
は
、
可
視
化
の
た
め
の
Ｄ

Ｘ
の
推
進
や
デ
ー
タ
等
の
規

格
統
一
を
目
指
す
こ
と
。
ま

た
、
当
該
管
理
簿
に
よ
り
可

視
化
さ
れ
た
多
重
下
請
構
造

の
実
態
を
分
析
し
、
そ
の
是

正
に
向
け
て
諸
外
国
の
規
制

事
例
等
を
参
考
に
し
つ
つ
、

必
要
な
措
置
の
検
討
を
継
続

す
る
こ
と
。
ま
た
、
検
討
の

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
免
許
取
得

や
中
小
事
業
者
に
対
す
る
パ

レ
ッ
ト
導
入
促
進
等
の
た
め

の
支
援
を
行
う
こ
と
。ま
た
、

荷
主
に
お
い
て
パ
レ
ッ
ト
の
標

準
化
や
回
収
が
行
わ
れ
る
よ

う
、適
切
に
指
導
を
行
う
こ
と
。

十
二　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
拘
束
時
間
を
短
縮
し
、
労

働
環
境
の
改
善
等
の
働
き
方

改
革
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

高
速
道
路
の
更
な
る
活
用
に

資
す
る
新
た
な
料
金
制
度
の

検
討
・
導
入
に
加
え
、
安
全

面
に
万
全
の
配
慮
を
図
っ
た

上
で
の
高
速
道
路
に
お
け
る

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
、

中
継
輸
送
や
自
動
運
転
に
活

用
可
能
な
物
流
拠
点
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
中

小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
お
い
て

も
中
継
輸
送
の
普
及
、
実
用

化
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
必

要
な
助
言
、
財
政
的
支
援
等

を
行
う
と
と
も
に
、
多
く
の

企
業
間
の
連
携
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の

一
層
の
活
用
に
向
け
、
高
速

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
お
け
る

運
送
を
専
門
に
行
う
第
一
種

貨
物
利
用
運
送
事
業
者
に
つ

い
て
も
、
運
転
者
の
運
送
及

び
荷
役
等
の
効
率
化
に
向
け

た
責
務
を
担
わ
せ
る
よ
う
検

討
す
る
こ
と
。

十
一　

荷
主
等
に
お
い
て
、

物
流
統
括
管
理
者
と
し
て
物

流
改
善
の
取
組
を
推
進
で
き

る
人
材
の
確
保
、
育
成
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

ま
た
、物
流
統
括
管
理
者
が
、

実
効
的
に
物
流
改
善
に
取
り

組
め
る
環
境
整
備
に
努
め
る

こ
と
。

十
二　
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
に
よ
り
荷
役
等
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
免
許
取
得
や

中
小
事
業
者
に
対
す
る
パ
レ

ッ
ト
導
入
促
進
等
の
た
め
の

支
援
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

　

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に

当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ

の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き

で
あ
る
。

一　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
つ

い
て
は
、
過
労
死
や
精
神
疾

患
な
ど
の
健
康
被
害
が
深
刻

で
あ
り
、
人
手
不
足
に
陥
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
時
間
外
労

働
の
上
限
を
一
般
労
働
者
と

同
様
に
で
き
る
よ
う
、
関
係

省
庁
、
労
働
者
団
体
を
含
む

関
係
団
体
及
び
荷
主
等
の
連

携
及
び
協
力
を
強
化
し
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金

引
上
げ
の
原
資
と
な
る
適
正

な
運
賃
収
受
の
実
現
や
物
流

効
率
化
等
の
労
働
環
境
改
善

に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る
取

組
を
一
層
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
。
そ
の
上
で
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
の
確

保
及
び
育
成
の
た
め
、
運
転

免
許
取
得
費
用
の
軽
減
等
を

始
め
と
し
た
各
般
の
支
援
策

を
講
ず
る
こ
と
。
特
に
、
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
向

け
て
、
荷
役
作
業
等
の
省
力

化
等
の
取
組
は
も
と
よ
り
、

女
性
が
働
き
や
す
い
労
働
環

境
の
整
備
を
一
層
推
進
す
る

こ
と
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年

問
題
で
不
足
す
る
輸
送
力
を

補
う
た
め
、
原
則
と
し
て
労

働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
な
い

個
人
の
運
送
事
業
者
へ
貨
物

が
集
中
し
、
当
該
事
業
者
の

労
働
環
境
が
悪
化
し
な
い
よ

う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
適

宜
適
切
な
対
策
を
講
ず
る
こ

と
。

二　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
賃
金
水
準
の
向
上
等
の
観

点
か
ら
実
運
送
事
業
者
に
お

け
る
適
正
な
運
賃
収
受
を
図

る
た
め
、
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
に
基
づ
く
標
準
的
な

運
賃
を
毎
年
見
直
す
と
と
も

に
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
検
討

し
、
在
り
方
も
含
め
適
時
適

切
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
当
該
運
賃
を
活
用
し
て

行
う
荷
主
と
の
適
正
な
運
賃

交
渉
と
適
切
な
価
格
転
嫁
を

実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、
実

運
送
事
業
者
に
お
け
る
標
準

的
な
運
賃
の
収
受
及
び
荷
待

ち
時
間
の
短
縮
等
の
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
、
公
表
す
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
賃
金
水
準
を
全
産

業
平
均
並
み
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

三　

二
の
実
効
性
を
担
保
す

る
た
め
、
国
土
交
通
省
の
ト

ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
、
厚
生
労
働

省
、
中
小
企
業
庁
及
び
公
正

取
引
委
員
会
等
、
関
係
行
政

機
関
に
加
え
、
労
働
者
団
体

を
含
む
関
係
団
体
と
の
更
な

る
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
悪
質
な
荷
主
等
へ
の
監

視
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、

市
場
運
賃
を
度
外
視
し
た
安

価
な
運
賃
で
事
業
者
を
募
る

こ
と
や
、
安
価
な
運
賃
で
事

優
先
駐
車
マ
ス
の
整
備
や
、

物
流
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
通
行
経
路
の
拡
充
等

に
取
り
組
む
こ
と
。

十
三　

再
配
達
率
削
減
緊
急

対
策
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
再
配
達
率
削
減
に
資

す
る
先
進
的
な
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ

の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
物
流
に
係
る
広
報
に
努

め
、
広
く
消
費
者
に
意
識
改

革
、行
動
変
容
を
促
す
こ
と
。

ま
た
、「
送
料
無
料
」
の
表
示

見
直
し
を
含
め
、
消
費
者
の

物
流
に
対
す
る
コ
ス
ト
意
識

の
浸
透
を
図
る
取
組
を
進
め

る
と
と
も
に
、
運
送
業
に
対

す
る
社
会
的
な
理
解
の
醸
成

に
努
め
る
こ
と
。

十
四　

積
載
率
の
向
上
に
よ

る
物
流
効
率
化
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
過
積
載
防
止
対

策
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
こ

と
。
ま
た
、
積
載
率
が
向
上

す
る
こ
と
に
よ
り
、
規
模
の

大
き
な
事
業
者
等
に
貨
物
が

集
中
す
る
な
ど
し
、
中
小
零

細
事
業
者
等
が
顧
客
を
失
い

経
営
環
境
が
悪
化
し
な
い
よ

う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
適

荷
主
に
お
い
て
パ
レ
ッ
ト
の

標
準
化
や
回
収
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
適
正
な
指
導
を
行
う

こ
と
。

十
三　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
拘
束
時
間
を
短
縮
し
、

労
働
環
境
の
改
善
等
の
働
き

方
改
革
を
進
め
る
観
点
か

ら
、
安
全
面
に
万
全
の
配
慮

を
し
た
上
で
高
速
道
路
に
お

け
る
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の

導
入
、
中
継
輸
送
や
自
動
運

転
に
活
用
可
能
な
物
流
拠
点

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
。
ま

た
、
中
小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

に
お
い
て
も
中
継
輸
送
の
普

及
、
実
用
化
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
必
要
な
助
言
、
財
政

的
支
援
等
を
行
う
と
と
も

に
、
多
く
の
企
業
間
の
連
携

が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
。

十
四　

再
配
達
率
削
減
緊
急

宜
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
こ

と
。

十
五　

貨
物
軽
自
動
車
運
送

事
業
に
お
け
る
運
行
の
安
全

を
担
保
す
る
た
め
、
貨
物
軽

自
動
車
安
全
管
理
者
が
受
講

す
る
貨
物
軽
自
動
車
安
全
管

理
者
講
習
に
お
い
て
、
整
備

の
知
識
を
含
む
運
行
管
理
者

並
み
の
要
件
を
課
す
こ
と
。

ま
た
、
貨
物
軽
自
動
車
運
送

事
業
者
の
多
く
を
占
め
る
個

人
事
業
主
に
お
い
て
も
、
安

全
管
理
者
の
選
任
、
講
習
の

受
講
、
国
土
交
通
大
臣
へ
の

事
故
報
告
が
確
実
に
行
わ
れ

る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
運
転
者
の
適
性
診

断
の
受
診
、
業
務
記
録
及
び

事
故
記
録
の
作
成
・
保
存
・

貨
物
運
送
保
険
の
加
入
等
を

図
る
こ
と
。

十
六　

貨
物
鉄
道
輸
送
や
内

航
海
運
等
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
を
進
め
る
た
め
、
国
土
政

策
の
観
点
も
含
め
、
鉄
道
施

設
や
港
湾
施
設
等
の
必
要
な

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
荷
主
、
運

送
事
業
者
等
の
関
係
者
と
と

対
策
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
再
配
達
率
削
減
に
資

す
る
先
進
的
な
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ

の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
物
流
に
係
る
広
報
に
努

め
、
広
く
消
費
者
に
意
識
改

革
、行
動
変
容
を
促
す
こ
と
。

十
五　

物
流
の
効
率
化
に
伴

い
過
積
載
と
な
ら
な
い
よ
う

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
一
方

で
、積
載
率
の
向
上
に
よ
り
、

顧
客
を
失
う
事
業
者
が
発
生

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
当
該
事
業
者
に
対

し
て
配
慮
す
る
こ
と
。

十
六　

貨
物
軽
自
動
車
運
送

事
業
に
お
け
る
運
行
の
安
全

を
担
保
す
る
た
め
、
貨
物
軽

自
動
車
安
全
管
理
者
が
受
講

す
る
貨
物
軽
自
動
車
安
全
管

理
者
講
習
に
お
い
て
、
整
備

の
知
識
を
含
む
運
行
管
理
者

並
み
の
要
件
を
課
す
こ
と
。

も
に
、
新
た
な
需
要
を
生
む

た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
こ

と
。
ま
た
、
次
世
代
の
物
流

高
度
化
、
生
産
性
向
上
に
資

す
る
「
自
動
物
流
道
路
」
の

構
想
に
つ
い
て
、
海
外
で
の
事

例
等
も
踏
ま
え
、
今
後
の
方

針
・
計
画
を
早
期
に
示
す
こ

と
。

十
七　

本
法
に
基
づ
く
措
置

及
び
本
決
議
を
踏
ま
え
た
措

置
の
ほ
か
、
平
成
三
十
年
及

び
令
和
五
年
の
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
改
正
に
よ
り

創
設
・
延
長
さ
れ
た
措
置
や
、

令
和
五
年
六
月
に
「
我
が
国

の
物
流
の
革
新
に
関
す
る
関

係
閣
僚
会
議
」
が
決
定
し
た

「
物
流
革
新
に
向
け
た
施
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
等
に
基
づ
く
諸

施
策
の
実
施
状
況
等
に
つ
い

て
、
国
土
交
通
省
、
経
済
産

業
省
、
農
林
水
産
省
、
厚
生

労
働
省
、
公
正
取
引
委
員
会

等
が
連
携
し
、
物
流
業
界
や

労
働
者
団
体
を
含
む
関
係
団

体
及
び
荷
主
等
の
協
力
の
下
、

定
期
的
に
検
証
を
行
い
、
そ

の
結
果
、
必
要
と
な
る
措
置

を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

ま
た
、
貨
物
軽
自
動
車
運
送

事
業
者
の
多
く
を
占
め
る
個

人
事
業
主
に
お
い
て
も
、
安

全
管
理
者
の
選
任
、
講
習
の

受
講
、
国
土
交
通
大
臣
へ
の

事
故
報
告
が
確
実
に
行
わ
れ

る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
運
転
者
へ
の
適
性

診
断
の
受
診
、
業
務
記
録
及

び
事
故
記
録
の
作
成
、保
存
、

貨
物
運
送
保
険
の
加
入
等
を

図
る
こ
と
。

十
七　

鉄
道
貨
物
や
内
航
海

運
等
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

を
進
め
る
た
め
、
国
土
政
策

の
観
点
か
ら
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
等
を
進
め
る
と
と

も
に
、
国
、
荷
主
、
運
送
事

業
者
等
関
係
者
に
よ
っ
て
、

新
た
な
需
要
を
生
む
た
め
の

方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

結
果
、
更
な
る
措
置
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

下
請
次
数
を
二
次
ま
で
と
す

る
規
制
を
含
め
必
要
な
措
置

を
検
討
す
る
こ
と
。
加
え
て
、

新
た
に
標
準
的
な
運
賃
の
項

目
と
し
て
設
定
さ
れ
た
下
請

手
数
料（
利
用
運
送
手
数
料
）

の
確
実
な
収
受
に
向
け
、
制

度
を
周
知
し
、
浸
透
を
図
る

と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ

ン
等
に
よ
る
監
視
を
徹
底
し
、

併
せ
て
運
賃
収
受
等
に
係
る

実
態
調
査
を
行
う
こ
と
。

八　

物
流
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
の
最
適
化
も
念
頭

に
、
物
流
業
界
に
お
け
る
商

慣
行
の
見
直
し
を
実
現
す
る

た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
荷
役
・
荷
待
ち
時
間
の

短
縮
や
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
率

の
向
上
等
を
図
る
た
め
の
取

組
が
適
確
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
関
係
所
管
大
臣
が
判
断

基
準
と
し
て
示
す
取
り
組
む

べ
き
事
項
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
示
し
、
適
宜
改
定
を
行

う
と
と
も
に
、
着
荷
主
を
含

む
荷
主
や
倉
庫
業
者
、
流
通

・
仲
介
業
者
な
ど
関
係
す
る

全
て
の
事
業
者
に
当
該
取
組

実
運
送
体
制
管
理
簿
に
つ
い

て
は
、
可
視
化
の
た
め
の
Ｄ

Ｘ
の
推
進
や
デ
ー
タ
等
の
規

格
統
一
を
目
指
す
こ
と
。
ま

た
、
当
該
管
理
簿
に
よ
り
可

視
化
さ
れ
た
多
重
下
請
構
造

の
実
態
を
分
析
し
、
そ
の
是

正
に
向
け
て
諸
外
国
の
規
制

事
例
等
を
参
考
に
し
つ
つ
、

必
要
な
措
置
の
検
討
を
継
続

し
、
そ
の
結
果
、
更
な
る
措

置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
下
請
次
数
を
二
次
ま

で
と
す
る
こ
と
も
含
め
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

八　

物
流
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
の
最
適
化
も
念
頭

に
、
物
流
業
界
に
お
け
る
商

慣
行
の
見
直
し
を
実
現
す
る

た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
荷
待
ち
時
間
等
の
短
縮

や
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
率
の
向

上
を
図
る
た
め
の
取
組
が
適

確
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
関

を
周
知
し
、
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
荷
主
等

に
お
け
る
取
組
状
況
に
つ
い

て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
定

期
的
に
実
施
し
、
取
組
が
不

十
分
な
荷
主
等
に
対
し
て

は
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
つ

つ
、
積
極
的
に
指
導
、
助
言

等
を
行
う
こ
と
。

九　

物
流
効
率
化
等
の
努
力

義
務
を
課
す
対
象
に
、
運
送

契
約
に
は
直
接
関
わ
り
を
持

た
な
い
も
の
の
商
取
引
に
は

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
商
社

等
に
つ
い
て
も
対
象
に
含
め
る

こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
。

十　

荷
主
等
に
お
い
て
、
物

流
統
括
管
理
者
と
し
て
物
流

改
善
の
取
組
を
推
進
で
き
る

人
材
の
確
保
、
育
成
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
支
援
を
講
ず
る
こ
と
。
ま

た
、
物
流
統
括
管
理
者
が
、

実
効
的
に
物
流
改
善
に
取
り

組
め
る
環
境
整
備
に
努
め
る

こ
と
。

十
一　

一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
に
よ
り
荷
役
等
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
フ

係
所
管
大
臣
が
判
断
基
準
と

し
て
示
す
取
り
組
む
べ
き
事

項
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

示
し
、
適
宜
改
訂
を
行
う
と

と
も
に
、
着
荷
主
を
含
む
荷

主
や
事
業
者
の
全
て
に
取
組

を
周
知
し
、
必
要
な
支
援
を

す
る
こ
と
。
ま
た
、
荷
主
等

に
お
け
る
取
組
状
況
に
つ
い

て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
定

期
的
に
実
施
し
、
取
組
が
不

十
分
な
荷
主
等
に
対
し
て

は
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
つ

つ
、
積
極
的
に
指
導
、
助
言

等
を
行
う
こ
と
。

九　

物
流
効
率
化
等
の
努
力

義
務
を
課
す
対
象
に
、
運
送

契
約
に
直
接
関
わ
り
を
持
た

な
い
が
商
取
引
に
大
き
な
影

響
力
を
持
つ
商
社
等
に
つ
い

て
も
対
象
に
含
め
る
こ
と
を

検
討
す
る
こ
と
。

十　

車
両
を
保
有
せ
ず
利
用

参
議
院
で
の
附
帯
決
議

参
議
院
で
の
附
帯
決
議

衆
議
院
で
の
附
帯
決
議

衆
議
院
で
の
附
帯
決
議

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

（1面に関連）
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同
会
議
は
︑
地
方
公
共
団

体
の
ほ
か
︑
道
路
・
建
設
・

自
動
車
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

・
タ
ク
シ
ー
等
の
事
業
者
・

団
体
な
ど
が
会
員
と
し
て
参

加
し
て
お
り
︑
坂
本
全
ト
協

会
長
は
同
会
議
に
お
い
て
本

部
副
会
長
を
務
め
て
い
る
︒

　

理
事
会
で
は
冒
頭
︑
古
賀

会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑

１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
に
対
し
て
お
見
舞
い
の
言

葉
を
述
べ
た
上
で
︑﹁
日
本

列
島
で
大
き
な
災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
︑
国
民
生
活
と

財
産
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
事

態
に
直
面
し
か
ね
な
い
︒
我

が
国
を
次
の
世
代
に
ど
の
よ

う
に
引
き
継
い
で
い
く
か
︑

我
々
の
重
大
な
課
題
と
し
て

叡
智
を
寄
せ
る
必
要
が
あ

る
︒
昨
年
成
立
し
た
改
正
国

土
強
靭
化
基
本
法
に
基
づ

き
︑
早
期
に
﹃
国
土
強
靭
化

実
施
中
期
計
画
﹄を
策
定
し
︑

予
算
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
︑何
よ
り
も
大
事
で
あ
る
﹂

と
︑
国
土
強
靭
化
対
策
の
重

要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
︑

﹁
本
日
は
坂
本
全
ト
協
会
長

を
は
じ
め
︑
多
く
の
道
路
利

用
者
団
体
か
ら
も
ご
出
席
い

た
だ
い
て
い
る
︒
我
々
と
し

て
は
︑
道
路
を
利
用
さ
れ
る

事
業
者
の
皆
様
方
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
道
路
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
︑

事
業
者
の
皆
様
が
担
っ
て
お

ら
れ
る
社
会
的
使
命
に
対

し
︑
我
々
と
し
て
ど
う
対
応

し
て
い
け
ば
い
い
か
︑
さ
ら

に
深
掘
り
し
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
︑

道
路
利
用
者
目
線
で
の
道
路

整
備
推
進
に
向
け
て
強
い
決

意
を
示
し
た
︒

　

ま
た
︑
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
丹
羽
克
彦
国
土
交
通
省

道
路
局
長
は
︑﹁
道
路
利
用

者
の
皆
様
方
か
ら
は
︑
利
用

者
目
線
で
の
ご
要
望
を
数
多

く
頂
戴
し
て
い
る
︒
ま
ず
︑

渋
滞
対
策
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
対

策
な
ど
︑
即
効
性
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
︑
１
年
延
長
と
な
っ

た
高
速
道
路
料
金
の
大
口
・

多
頻
度
割
引
に
つ
い
て
も
︑

皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
︒
ま
た
︑﹃
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹄解
決
に
向
け
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
実
な
休
憩

機
会
の
確
保
や
︑
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
の
活
用
に
向
け

た
道
路
環
境
整
備
な
ど
も
進

め
て
い
く
︒
道
路
利
用
者
の

皆
様
方
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
︑
諸
対
策
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

同
理
事
会
で
は
︑
５
月
14

日
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
同
会
議
第
76
回
定
時
総
会

に
お
い
て
決
議
さ
れ
る
予
定

の
決
議
案
︵
別
掲
︶
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
︑
各
地
区

会
議
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望

事
項
に
基
づ
い
て
ま
と
め
ら

れ
た
決
議
案
を
︑
坂
本
全
ト

協
会
長
が
力
強
く
読
み
上
げ

た
︒

　

な
お
︑
同
決
議
案
の
内
容

に
つ
い
て
は
︑
同
会
議
定
時

総
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た

後
︑
政
府
や
与
党
国
会
議
員

等
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

改正「物流効率化法及び貨物自動車運送事業法」のポイント

3  軽トラック事業者に対する規制的措置

2  トラック事業者の取引に対する規制的措置

1  荷主・物流事業者に対する規制的措置 【物流効率化法】

【貨物自動車運送事業法】

【貨物自動車運送事業法】

○①荷主※１（発荷主・着荷主）、②物流事業者（トラック、鉄道、港湾運送、航空運送、倉庫）に対し、
　物流効率化のために取り組むべき措置について努力義務を課し、当該措置について国が判断基準を策定。

○一定規模以上の事業者を特定事業者として指定し、中長期計画
　の作成や定期報告等を義務付け、中長期計画に基づく取組の実
　施状況が不十分な場合、勧告・命令を実施。

○元請事業者に対し、実運送事業者の名称等を記載した実運送体制管理簿の作成を義務付け。

○軽トラック事業者に対し、①必要な法令等の知識を担保するための管理者選任と講習受講、②国交大臣への
　事故報告を義務付け。
○国交省HPにおける公表対象に、軽トラック事業者に係る事故報告・安全確保命令に関する情報等を追加。

○運送契約の締結等に際して、提供する役務の内容やその対価（附帯業務料、燃料サーチャージ等を含む。）
 等について記載した書面による交付等を義務付け※2。

○他の事業者の運送の利用（＝下請けに出す行為）の適正化について努力義務※3 を課すとともに、一定規模
　以上の事業者に対し、当該適正化に関する管理規程の作成、責任者の選任を義務付け。

○特定事業者のうち荷主には物流統括管理者の選任を義務付け。
※法律の名称を変更。
※鉄道建設・運輸機構の業務に、認定「物流総合効率化事業」の実施に必要な資金の出資を追加。＜予算＞

○上記①②の者の取組状況について、国が当該判断基準に基づ
　き指導・助言、調査・公表を実施。

※１元請トラック事業者、利用運送事業者には荷主に協力する努力義務を課す。また、フランチャイズチェーンの本部にも荷主に準ずる
義務を課す。

※2・3 下請関係に入る利用運送事業者にも適用。

令和６年４月

衆議院国土交通委員会
委員長　長坂　康正　様

　　公益社団法人 全日本トラック協会
会長　坂本克己

申し入れ書

憲法に基づく国会の国政調査権により４月５日の衆議院国土交通委員会に、弊協
会副会長馬渡雅敏を「流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨物
自動車運送事業法の一部を改正する法律案」改正の法案審議の参考人としてご招
致して頂いたことは所謂２０２４年問題における物流、特に地方・中小のトラッ
ク事業者の現場の声をお聞き下さる機会を国民の代表である国会の場に頂戴でき、
大変感謝申し上げます。

物流の根幹たるトラック事業者は、とりわけドライバーによって成り立っており、
ドライバーの生活、暮らし、労働環境等を含めて、その最前線であり、かつ末端
である地方の中小のトラック事業者の２０２４年問題についての切なる声を国民
の代表であり、立法者たる国会議員の先生方にお伝えし、国会の記録に残し、「流
通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨物自動車運送事業法の一部
を改正する法律案」改正の法案審議に資することが出来たのは、大変意義深いこ
とであります。

しかしながら委員会開会の定足数を満たしたとはいえ、残念ながらご欠席や途中
退席される自民党の委員の先生方が数人おられ、折角の我々の生死にも関わる魂
の叫びともいえる声が届いていないのではないかと強く懸念すると同時に大変遺
憾に思う次第でもあります。

国会開会中は大変お忙しいとの国会議員の先生方ですが、４月１日以降もこの問
題は連日報道がなされこの国の血液ともいえるトラック事業の現場の声を是非と
も直接お聞き頂きたかったのです。

また、本委員会の審議中継をネットにて視聴しておりました全国のトラック事業
者からも同様の懸念遺憾の声が多数湧き上がっており、お招きいただいた立場な
がら、こうして委員会の要である委員長様に申し入れをする次第であります。
今後は是非ともこのようなことが無きようお願い申し上げます。

尚、この申し入れは貴委員会の与野党筆頭理事様にもコピーをお渡し致します。

（1面に関連）

坂本　克己
全ト協会長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
会

長
は
４
月
19
日
︑
東
京
都
千
代
田
区
の
全

社
協
・
灘
尾
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た

全
国
道
路
利
用
者
会
議
理
事
会
（
会
長

・
古
賀
誠
元
衆
議
院
議
員
）
に
出
席
︒
５

月
14
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
同
会

議
第
76
回
定
時
総
会
に
附
議
さ
れ
る
決

議
案
を
提
案
し
た
︒

　

決
議
案
で
は
︑﹁
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
︑
重
要
物
流
道
路

の
整
備
推
進
な
ど
︑
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
﹂︑﹁
高
速
道
路
料
金
に
つ
い

て
︑利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し
つ
つ
︑

事
業
者
向
け
割
引
を
継
続
﹂
な
ど
４
項

目
を
掲
げ
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
は

じ
め
と
し
た
道
路
利
用
者
目
線
で
の
一
層

の
道
路
整
備
の
推
進
を
強
く
訴
え
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
︒

決　　議　（案）
　次に掲げる項目を計画的かつ着実に実現すること。

一、�防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策の最終年度となる令和７年
度においても、必要な予算・財源を確保すること

　　�また、令和６年能登半島地震などを踏まえ、国土強靱化実施中期計画を令和６
年内の早期に策定し、必要な予算・財源を別枠で確保すること

一、�我が国の生産性を向上させ、成長力及び国際競争力を強化するため高規格道路
のミッシングリンクの解消、重要物流道路の整備推進など、幹線道路ネットワ
ークを強化すること

一、�高速道路料金について、利用に応じた料金制度としつつ、事業者向け割引を継
続すること

一、�経済活動の生産性向上やカーボンニュートラル推進を図るため、利用者目線で
の渋滞対策の実施、道の駅などの休憩施設の機能強化、中継物流拠点の整備及
び交通結節機能の強化を推進すること

　これらの項目も踏まえ、山積する道路整備の課題に対応していくため、新たな財
源の創設等により、令和７年度道路関係予算は、賃金水準などの上昇も加味した上で、
所要額を満額確保すること。

令和６年５月 14 日　全国道路利用者会議　第 76 回定時総会

全国道路利用者会議理事会で決議文を読
み上げる坂本会長

古賀　誠
全国道路利用者会議会長

丹羽　克彦
国土交通省道路局長

ト
ラ
ッ
ク
目
線
で
道
路
整
備
の
課
題
解
決
を

坂
本
克
己
会
長
が
決
議
文
を
朗
読

坂
本
克
己
会
長
が
決
議
文
を
朗
読

全
国
道
路
利
用
者
会
議
　
理
事
会

坂本会長が坂本会長が
衆議院衆議院
国土交通国土交通
委員長に委員長に
申し入れ申し入れ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

「
群
馬
県
交
通
運
輸
会
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
が
竣
工

群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
武
井
宏
会
長
）
は
４
月
13

日
︑
群
馬
県
ト
協
の
新
た
な

活
動
拠
点
と
な
る
﹁
群
馬
県

交
通
運
輸
会
館
﹂
の
竣
工
記

念
式
典
を
開
催
し
た
︒

　

群
馬
県
ト
協
な
ら
び
に
陸

上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害

防
止
協
会
群
馬
県
支
部
な
ど

は
４
月
１
日
か
ら
新
会
館
で

事
務
を
執
り
行
っ
て
い
る
︒

こ
の
日
は
︑
関

係
者
な
ど
へ
の

完
成
披
露
会
と

し
て
︑
山
本
一

太
県
知
事
や
群

馬
県
選
出
で
自

由
民
主
党
の
小

渕
優
子
衆
議
院

議
員
お
よ
び
公

明
党
の
福
重
隆

浩
衆
議
院
議
員

を
は
じ
め
︑
国

土
交
通
省
の
勝

山
潔
関
東
運
輸

局
長
な
ど
業
界

関
係
者
お
よ
そ

１
３
０
人
が
出

席
し
た
︒
式
典

で
武
井
会
長
が

﹁
物
流
業
界
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
︑
世
界
経
済
の
不

安
定
化
や
﹃
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹄
へ
の
対
応
な
ど

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い

る
︒
こ
の
新
会
館
を
拠
点
に

関
係
団
体
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

群
馬
県
ト
協
で
は
︑
旧
会

館
が
昭
和
52
（
１
９
７
７
）

年
竣
工
と
老
朽
化
が
進
ん
だ

こ
と
か
ら
︑
令
和
２
年
６
月

か
ら
新
会
館
の
建
設
に
向
け

た
計
画
を
進
め
て
お
り
︑
完

成
し
た
新
会
館
は
︑
地
上
２

階
建
て
の
Ｒ
Ｃ
造
一
部
鉄
骨

造
で
︑
延
べ
面
積
は
約
４
千

５
１
０
平
方
㍍
︒
県
ト
協
事

務
所
の
ほ
か
︑
群
馬
県
バ
ス

協
会
や
群
馬
県
タ
ク
シ
ー
協

会
な
ど
自
動
車
関
係
団
体
の

事
務
所
も
入
居
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
新
会
館
に
は
︑
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る

幅
広
い
年
齢
層
に
物
流
や
交

通
安
全
を
学
ん
で
も
ら
う

﹁
交
流
学
習
室
﹂
や
︑
地
域

の
防
災
拠
点
の
役
割
を
担
う

﹁
多
目
的
ホ
ー
ル
﹂の
ほ
か
︑

会
議
や
研
修
の
規
模
に
合
わ

せ
た
複
数
の
研
修
室
を
設
置

し
た
︒

︻
新
住
所
︼ 

〒
３
７
９
︱
２
１

６
６　

群
馬
県
前
橋
市
野
中

町
３
２
２
番
地
１ 

（
群
馬
県

交
通
運
輸
会
館
内
）

※
な
お
︑
電
話
番
号
（
０
２

７
・
２
６
１
・
０
２
４
４
）
お

よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
（
０
２
７

・
２
６
１
・
７
５
７
６
）
は
変

更
な
し
︒

交
通
事
故
防
止
へ　
　
　
　

　
　
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
制
作

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
森
本
敬
一
会
長
）
は
こ
の

ほ
ど
︑
高
知
県
警
察
本
部
と

共
同
で
実
施
す
る
交
通
事
故

防
止
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
車
内
で
ド
ラ
イ
バ

ー
に
交
通
安
全
意
識
高
揚
を

訴
え
る
ス
テ
ッ
カ
ー
写
真
①

と
︑
日
報
や
運
行
指
示
書
な

ど
の
書
類
を
収
納
で
き
る
ク

リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
写
真
②
を
作

成
し
︑
全
会
員
事
業
者
へ
配

布
し
た
︒
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ
い

て
は
全
車
両
（
約
６
９
０
０

台
）に
対
し
１
台
当
た
り
２
枚

（
約
１
万
４
千
枚
）︑
ク
リ
ッ

プ
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
︑
高

知
県
ト
協
が
把
握
し
て
い
る

従
業
員
数
約
９
０
０
０
人
に

行
き
渡
る
よ
う
︑
１
万
部
を

作
成
し
た
︒

　

な
お
︑
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド

内
側
に
は
︑
家
族
な
ど
の
大

切
な
人
な
ど
の
写
真
を
貼
付

す
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
ほ
か
︑

裏
面
に
は
二
次
元
コ
ー
ド
を

掲
載
し
て
︑
同
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
端
末
な
ど
か
ら
交
通
事
故

を
惹
起
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の

手
記
を
基
に
制
作
さ
れ
た
動

画
﹃
贖
い
の
日
々
﹄
を
視
聴

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
子
ど
も
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
︑
会
員
全
車
両
を

対
象
に
︑﹁
こ
ど
も
を
守
る

　

安
全
運
転
宣
言
車
﹂
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
写
真
③
約

７
０
０
０
枚
を
作
成
し
た
︒

高
知
県
ト
協
会
員
保
有
の
全

車
両
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

を
貼
付
す
る
こ
と
で
︑
当
該

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
一

般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
交
通
安

全
を
啓
発
す
る
こ
と
が
ね
ら

い
︒

４
月
16
日
︑
全
国
23
か
所
の

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
︑
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
（
４
月
27
日
㈯
~

５
月
７
日
㈫
）
の
休
業
案
内

を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載

し
た
︒
詳
細

は
二
次
元
コ
ー

ド
を
参
照
︒

「
令
和
６
年
度
新
規
採
用
職
員

　
研
修
・
意
見
交
換
会
」
開
催

全
国
か
ら
48
人
が
参
加

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

４
月
17
日
㈬
か
ら
19
日
㈮
に

か
け
て
︑﹁
令
和
６
年
度
新

規
採
用
職
員
研
修
・
意
見
交

換
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
全
ト
協
お
よ
び

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

新
規
採
用
職
員
を
対
象
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
︒
20
都

府
県
と
全
ト
協
か
ら
48
人
の

新
規
採
用
職
員
が
参
加
し
た
︒

　

研
修
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
基
礎
知
識
や
社
会

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
の
習
得
︑

ク
レ
ー
ム
対
応
や
ビ
ジ
ネ
ス

文
書
に
関
す
る
講
義
の
ほ

か
︑
意
見
交
換
会
や
︑
全
ト

協
が
実
施
し
て
い
る
各
事
業

令
和
６
年
度
「
運
輸
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」　

　
　
　
　
　
　
申
込
受
付
中

Ｗ
Ｅ
Ｂ
説
明
会
も
開
催

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

に
関
す
る
概
要
説
明
を
実

施
︒
最
終
日
は
︑
総
括
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
し
た
後
︑
修
了

式
を
開
催
し
︑
参
加
者
に
修

了
証
が
授
与
さ
れ
︑
３
日
間

に
わ
た
る
研
修
を
締
め
く
く

っ
た
︒

は
︑
令
和
６
年
度
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の

﹃
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
Ⓡ
﹄﹂
の
申
込
受
付
を

開
始
し
て
い
る
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
で
は
︑
定
期

健
康
診
断
結
果
か
ら
健
康
状

態
の
悪
い
ハ
イ
リ

ス
ク
者
や
︑
要
医

療
︑
要
生
活
改

善
者
の
見
え
る
化

が
可
能
と
な
る
ほ

か
︑
ハ
イ
リ
ス
ク

者
に
対
す
る
再

検
査
受
診
勧
奨

（
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
︑
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
）
も
簡
単
に

行
う
こ
と
が
で
き

る
︒
ま
た
︑
同
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し

た
健
康
診
断
結

果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
の
取
り
組
み

が
Ｇ
マ
ー
ク
申
請

の
評
価
対
象
と
な

る
︒
利
用
料
金
は

１
人
当
た
り
１
１

０
０
円
（
税
込
／
全
ト
協
負

担
金
使
用
後
の
価
格
）︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
同
シ
ス
テ
ム
の
特
設

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
設
置
し
︑

活
用
・
申
込

方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
掲

載
︒
ま
た
︑
同
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
事
業

者
を
対
象
と
し
た
合
同
（
Ｗ

Ｅ
Ｂ
）
説
明
会
︵
表
︶
に
つ

い
て
も
︑
同
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
オ
ン
ラ
イ
ン　

　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

受
講
申
し
込
み
受
付
中

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
令
和
６
年
度
﹁
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
︑
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
利

用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
形

式
で
開
催

す
る
︒

　

同
セ
ミ

ナ
ー
は
︑﹁
ス

テ
ッ
プ
１

:
こ
れ
か

ら
始
め
る

Ｓ
Ａ
Ｓ
対

策
﹂︑﹁
ス
テ

ッ
プ
２
:

医
療
機
関

の
か
か
り
方
か
ら
治
療
ま

で
﹂︑﹁
ス
テ
ッ
プ
３
:
効
果

的
な
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
の
進
め

方
﹂
︱
︱
の
３
段
階
で
内
容

を
設
定
し
︑
前
期
・
後
期
に

分
け
て
開
催
︵
表
︶︒
開
催

時
間
は
い
ず
れ
も
14
時
~
15

時
（
ロ
グ
イ
ン
開
始
13
時
30

分
）で
︑定
員
は
各
１
０
０
人
︒

各
回
開
催
２
日
前
ま
で
申
し

込
み
を
受
け
付
け
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
の
申
込
方
法

や
詳
細
等
に
つ
い
て
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
会
員

の
皆
様
へ
>
労
働
対
策
﹂
内

﹁
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

対
策
セ
ミ
ナ

ー
﹂
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
を
参
照
︒

５
月
は「
ト
ラ
ッ
ク
運
送　

　
　
　
業
界
の
美
化
月
間
」

﹁
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
﹂

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

５
月
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
美
化
月
間
﹂と
設
定
し
︑

不
法
投
棄
（
ポ
イ
捨
て
）
対

策
と
し
て
﹁
ゴ
ミ
は
持
ち
帰

ろ
う
！
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
す
る
︒

　

全
ト
協
策
定
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
﹂
の
﹁
サ
ブ
目

標
３
﹂
に
お
い
て
︑
全
ト
協

と
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
共
通
で
取
り
組
む
行
動
月

間
の
一
環
と
し
て
５
月
を
美

化
月
間
と
し
て
お
り
︑
こ
れ

に
基
づ
い
て
活
動
す
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
啓
発
用
チ

ラ
シ
（
写
真
①
︑
Ａ
４
判
）

を
同
封
す
る
と
と
も
に
︑
都

道
府
県
ト
協
に
５
０
０
部
ず

つ
送
付
す
る
︒
ま
た
︑
令
和

５
年
度
に
制
作
し
た
︑﹁
ゴ

ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
﹂
車
内

貼
付
用
ス
テ

ッ
カ
ー
︵
写

真
②
︶
を
︑

都
道
府
県
ト

協
単
位
で
制

作
・
発
注
す

る
体
制
を
整

え
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界

全
体
で
取
り

組
む
︒

『
全
国
Ｔ
Ｓ
ガ
イ
ド　
　
　

　
　
　
　
ブ
ッ
ク
』
を
改
訂

23
か
所
体
制
後
初

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑﹃
全
国
ト
ラ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹄

（
変
形
Ａ
６
判
︑
フ
ル
カ
ラ

ー
36
ペ
ー
ジ
）
を
制
作
し
︑

全
国
23
か
所
の
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
や
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
事
務

所
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
︒

同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
︑
現
在

の
23
か
所
体
制
に
な
っ
て
か

ら
初
の
発
行
と
な
り
︑
各
Ｔ

Ｓ
に
つ
い
て
︑
最
新
の
運
行

情
報
セ
ン
タ
ー
の
運
営
時
間

や
︑
食
堂
︑
宿
泊
・
仮
眠
︑

入
浴
・
シ
ャ
ワ
ー
︑休
憩
室
︑

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
な
ど
福

祉
施
設
関
係
の
営
業
時
間
な

ど
を
網
羅
し
て
掲
載
し
て
い

る
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
表
紙
や
中
の
挿
絵
に
は
︑

﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
﹁
ほ

ん
の
ヒ
ト
コ
マ
﹂
お
よ
び
﹁
ま

ち
が
い
さ
が
し
﹂
を
連
載
中

の
漫
画
家
・
前
川
し
ん
す
け

氏
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
イ
ラ

ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
︒

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間

　
　
中
の
休
業
案
内
を
掲
載

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
内

Ｔ
Ｓ
ペ
ー
ジ
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

第
９
回
「
道
路
委
員
会
」席

委
員
お
よ
び
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
参
加
し
た
日
本
貨

物
運
送
協
同
組
合
連
合
会
の

出
席
者
と
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
︒

　

報
告
事
項
で
は
︑﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
施
設
の
拡
充
に
向
け

た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ

Ｇ
）﹂
と
︑
山
陽
自
動
車
道

・
中
国
自
動
車
道
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
に
お
け

る
利
用
実
態
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
事
務
局
が
報
告
し
た
︒ 　

今
回
の
意
見
交
換
を
踏
ま

え
︑
次
回
委
員
会
で
道
路
関

係
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め

る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
18
日
︑
第
９
回
道
路
委

員
会
（
寺
岡
洋
一
委
員
長
）

を
開
催
し
た
︒

　

冒
頭
︑
国
土
交
通
省
道
路

局
の
小
林
賢
太
郎
高
速
道
路

課
長
が
﹁
高
速
道
路
に
関
す

る
最
近
の
話
題
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
演
︒
そ
の
内

容
を
受
け
︑
高
速
道
路
に
お

け
る
料
金
や
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の

確
実
な
駐
車
機
会
の
確
保
な

ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
︑
出

高
速
道
路
料
金
・
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ　
　

　

休
憩
施
設
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

第9回道路委員会（4月18日、全ト協）

運用を開始した群馬県トラック協会の「県交通運輸会館」

4月13日の記念式典でテープカットする武井会長
（右から2人目）

クリップボード（表㊧・裏㊨）

マグネットシート

令和6年度新規採用職員研修開講式（4月17日、全ト協）

ステッカー（2種類）

発
刊
さ
れ
た
﹃
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹄

表　令和 6年度「運輸ヘルスケアナビシステムⓇ実践的活用のための
合同（WEB）説明会」スケジュール

5 月 5 月  9 日㈭ 10:00 ～ 11:00 5 月 23 日㈭ 14:00 ～ 15:00
6 月 6 月  6 日㈭ 10:00 ～ 11:00 6 月 19 日㈬ 14:00 ～ 15:00
7 月 7 月 11 日㈭ 10:00 ～ 11:00 7 月 24 日㈬ 14:00 ～ 15:00
8 月 8 月  8 日㈭ 10:00 ～ 11:00 8 月 21 日㈬ 14:00 ～ 15:00
9 月 9 月 12 日㈭ 10:00 ～ 11:00 9 月 25 日㈬ 14:00 ～ 15:00

10 月 10 月  3 日㈭ 10:00 ～ 11:00 10 月 16 日㈬ 14:00 ～ 15:00
11 月 11 月  7 日㈭ 10:00 ～ 11:00 11 月 20 日㈬ 14:00 ～ 15:00
12 月 12 月 12 日㈭ 10:00 ～ 11:00

７年 1 月 1 月 16 日㈭ 10:00 ～ 11:00
2 月 2 月  6 日㈭ 10:00 ～ 11:00 2 月 19 日㈬ 14:00 ～ 15:00
3 月 3 月  6 日㈭ 10:00 ～ 11:00 3 月 19 日㈬ 14:00 ～ 15:00

車
内
貼
付
用
の
﹁
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ

う
！
﹂
ス
テ
ッ
カ
ー
と
チ
ラ
シ

表　令和６年度SAS対策セミナー開催日程
ステップ１ ステップ２ ステップ３

前　期 5 月 15 日㈬ 7 月 17 日㈬ 9 月 18 日㈬

後　期 11 月 13 日㈬ 7 年 1 月 22 日㈬ 7 年 3 月 12 日㈬

①

②

③
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』3月15日号掲載の「まちがい
さがし」の正解は、下記の30か所でした。正解
者の中から抽選で20名様に記念品をプレゼント
します。なお、当選者の発表は賞品の発送をも
って代えさせていただきます。多数のご応募あ
りがとうございました。

ゴールデンウイークに備えて
〔第129回〕

　先日「春の全国交通安全運動」が終了しました。全日本
トラック協会では、最重点推進項目として「飲酒運転の根
絶」と「追突事故及び交差点における事故の防止」を掲げ
ていました。みなさんはしっかり実践できていたでしょう
か。「春の全国交通安全運動」で掲げられていた最重点推
進項目は、交通安全運動期間内に留まるものではなく、プ
ロドライバーとして常に念頭におき、実践していくべきもの
です。まもなくゴールデンウイークが始まります。この時期
は、交通量が増えるため、一層の注意が必要になります。
引き続き、気を引き締めてハンドルを握ってください。

●運転前日の深酒は厳禁

Ａさん「『春の全国交通安全運動』も無事に終了した。で
も、最重点推進項目として掲げられていたものは、
運動期間だからというわけではなく、常に僕らが
実践しなきゃいけない項目だよ」

Ｂさん「そうだね。特に飲酒運転は、本人の意志次第で防
げるものだと思うけど、根は深いんだね」

Ａさん「そうだね。お酒を飲んでそのまま運転するような
故意の飲酒運転は論外なんだけど、ほかにも『無自
覚の飲酒運転』にも気をつけないと」

Ｂさん「『無自覚の飲酒運転』って？」
Ａさん「わざと難しく言ってみた。いわゆる『二日酔い運

転』だよ。二日酔いの人は『飲んだのは前日だし、
時間も経っているから大丈夫だろう』と思ってハン
ドルを握る。でも体には、まだアルコールが残って
いる。つまり本人の自覚はないだけで、れっきとし
た飲酒運転になっているんだ」

Ｂさん「なるほど。アルコールが分解されるのに、かなり時
間がかかると言われているもんね」

Ａさん「だいたい中ジョッキ１杯でおおよそ４時間と言われ
ている。２杯だと８時間かかることになる」

Ｂさん「僕は運転前日は飲まないようにしているけど、運
転前日の深酒はダメだということだね」

Ａさん「そのとおり。飲んでも量を減らす、早めに切り上げ
るなどの工夫が必要なんだ」

●高速道路で駐停車している車両への追突に注意

Ａさん「そして追突にも気を付けなければならない。高速
道路での死傷事故の約６割が追突事故で、そのう
ち63.5％が駐停車中の車両への追突だ」

Ｂさん「僕もヒヤッとしたことがあるけど、漫然と運転して
いると、高速道路では車が走っているのか、停車し
ているのか分からないことがあるからね。特に夜
間は分からない。だから、日頃から漫然運転になら
ないよう、疲れをためないようこまめに休憩をとる
ようにしているよ。特に夜間の運転は気を使ってい
るよ。あと、事故かなにかで駐車車両がいる場合
は、掲示板に情報が出ることがあるから、運転しな
がら、そうした掲示板は確実に確認するよう心がけ
ているよ」

Ａさん「ゴールデンウイークの時期は、普段運転していな
い人も運転する機会がある。全体の交通量が増え
れば、高速道路で駐停車している車も増えるだろ
うから、僕らは気をつけないとね。それと、高速道
路で駐停車している車両に近づく際には、止まっ
ている車両の近くに人がいることもあるから、注
意がそれる『ながら運転』は厳禁だね」

●交差点では安全確認を怠らない

Ｂさん「あとゴールデンウイークは、人出も増えるので事
故のリスクの高い交差点を通過する時は特に注意
しないといけないね。左折は自転車や二輪車の巻
き込み事故、右折時は歩行者の見落としの事故が
発生しやすいから、安全確認をしっかり行おう」

Ａさん「安全確認のときは、ミラーだけでなく、しっかり目
視での確認を忘れないようにしてね。忙しい時こ
そ、こうした確認をしっかり行うことが事故の防止
に繋がることを忘れちゃいけない」

Ｂさん「みんなで頑張って、ゴールデンウイークを無事故で
いこう」

わ
れ
る
︒

　

な
お
︑
運
転
免
許
の
取
得

の
た
め
︑
一
定
期
間
我
が
国

で
の
在
留
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
︑
運
転
免
許
の
取
得

以
外
の
要
件
を
満
た
し
た
者

に
つ
い
て
は
︑
受
け
入
れ
機

関
と
の
雇
用
契
約
の
下
︑
在

留
資
格
﹁
特
定
活
動
﹂
に
よ

る
入
国
・
在
留
が
認
め
ら
れ

る
（
在
留
期
間
最
大
６
か

月
）︒
同
在
留
資
格
に
よ
る

在
留
中
に
は
︑
受
け
入
れ
機

関
に
お
け
る
車
両
の
清
掃
と

い
っ
た
関
連
作
業
へ
の
従
事

が
認
め
ら
れ
る
︒

　

政
府
で
は
今
後
︑
同
評
価

試
験
の
準
備
な
ど
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

 

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
﹁
低
炭
素
型
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及
加

速
化
事
業
﹂
実
施
決
定

５
月
末
受
付
開
始
予
定

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
４

月
15
日
︑
環
境
省
か
ら
の
令

和
６
年
度
﹁
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助

金
﹂（
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ

ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化
事

業
）
を
活
用
し
︑
中
小
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
を
対
象
に

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ

ッ
ク
の
導
入
を
支
援
す
る
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
︒

　

補
助
対
象
車
両
は
︑
車
両

総
重
量
３
・
５
㌧
超
の
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
で
︑
６
年
４
月

１
日
~
７
年
１
月
31
日
に
新

車
新
規
登
録
さ
れ
た
車
両
︒

か
つ
︑
平
成
27
年
度
重
量
車

燃
費
基
準
を
大
型
車
は
＋
５

％
以
上
︑
中
型
車
・
小
型
車

は
＋
10
％
以
上
達
成
し
た
車

両
︒
廃
車
は
︑
６
年
４
月
１

日
~
７
年
１
月
31
日
の
間
に

廃
車
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
処
理
）

さ
れ
︑
直
近
ま
で
稼
働
し
て

い
た
車
両
︒

　

具
体
的
な
対
象
車
両
区

分
︑
対
象
排
出
ガ
ス
規
制
識

別
記
号
︑
補
助
額
は
表
の
通

り
︒
申
請
台
数
（
リ
ー
ス
の

場
合
は
貸
渡
先
事
業
者
）
は

１
事
業
者
４
台
（
予
定
）︒

　

申
請
受
付
開
始
は
５
月
末

を
予
定
し
て
お
り
︑
申
請
受

付
期
限
は
７
年
１
月
31
日

㈮
︒
申
請
に
関
す
る
詳
細
は

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
︒

令
和
９
年
４
月
か
ら

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

Ａ
Ｔ
免
許
導
入

５
月
18
日
ま
で

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

　

警
察
庁
は
５
月
18
日
ま
で
︑

﹁
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

案
﹂
等
に
対
す
る
意
見
の
募

集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

今
回
の
一
部
改
正
案
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
の
Ａ
Ｔ
（
オ

ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
）
車
の
普
及
が
進
ん

で
い
る
状
況
や
︑
職
業
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
等
の
近
年
の
状

況
を
踏
ま
え
︑
大
型
免
許
等

に
Ａ
Ｔ
免
許
を
導
入
す
る
と

と
も
に
︑
技
能
試
験
︑
技
能

教
習
お
よ
び
技
能
検
定
（
技

能
試
験
等
）
の
方
法
等
の
見

直
し
を
行
う
た
め
︑
道
路
交

通
法
施
行
規
則
（
昭
和
35
年

総
理
府
令
第
60
号
）
お
よ
び

指
定
自
動
車
教
習
所
等
の
教

習
の
基
準
の
細
目
に
関
す
る

規
則
（
平
成
10
年
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
13
号
）
の
改

正
案
を
一
般
に
公
表
し
︑
意

見
を
募
集
す
る
も
の
︒　

　

今
回
の
一
部
改
正
案
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
通
り
︒

・
大
型
免
許
︑
中
型
免
許
お

よ
び
準
中
型
免
許
（
こ
れ
ら

の
仮
免
許
含
む
）
な
ら
び
に

大
型
第
二
種
免
許
お
よ
び
中

型
第
二
種
免
許
に
Ａ
Ｔ
免
許

を
導
入

・
技
能
試
験
等
は
全
て
Ａ
Ｔ

車
を
用
い
て
行
い
︑Ｍ
Ｔ
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
）
免
許
の
ク
ラ
ッ
チ
・
ギ

ア
操
作
に
係
る
項
目
の
み
︑

Ｍ
Ｔ
普
通
車
で
実
施

　

な
お
︑
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
︑
試
験
車
両
の
開
発

・
導
入
時
期
等
に
鑑
み
て
︑

普
通
・
普
通
第
二
種
免
許
に

係
る
も
の
は
令
和
７
年
４
月

１
日
︑
中
型
・
準
中
型
・
中

型
第
二
種
免
許
に
係
る
も
の

は
８
年
４
月
１
日
︑
大
型
免

許
に
係
る
も
の
は
９
年
４
月

１
日
︑
大
型
第
二
種
免
許
に

係
る
も
の
は
９
年
10
月
１
日

か
ら
施
行
予
定
︒
な
お
︑
そ

の
他
所
要
の
改
正
は
公
布
の

日
か
ら
と
す

る
︒

　

意
見
募
集

に
関
す
る
詳

細
は
︑二
次
元
コ
ー
ド
を
参
照
︒

設
︑
認
証
実
施
団
体
と
し
て

日
本
海
事
協
会
が
指
定
さ
れ

た
︒
今
回
の
認
証
に
よ
り
６

年
４
月
５
日
時
点
で
︑﹁
一
つ

星
﹂
は
ト
ラ
ッ
ク
１
５
２
０
︑

バ
ス
１
９
４
︑
タ
ク
シ
ー
５
２

５
の
計
２
２
３
９
社
︑﹁
二
つ

星
﹂
は
︑
同
９
４
８
︑
同
１

４
２
︑
同
３
６
２
の
計
１
４
５

２
社
︑﹁
三
つ
星
﹂
は
︑
同

34
︑
同
３
︑
同
７
の
計
44
社

の
総
計
３
７
３
５
社
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑﹁
特
定
技
能
の
在

留
資
格
に
係
る
制
度
の
運
用

に
関
す
る
基
本
方
針
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
﹂（
令
和
６
年

３
月
29
日
付
閣
議
決
定
）
に

よ
り
︑
特
定
技
能
の
在
留
資

格
に
係
る
制
度
に
﹁
自
動
車

 

学
科
・
実
技
で
試
験
を
実
施
へ

「
自
動
車
運
送
業
分
野
特
定

技
能
１
号
評
価
試
験
」

　

法
務
省
︑
警
察
庁
︑
外
務

省
︑
厚
生
労
働
省
︑
国
土
交

通
省
は
４
月
19
日
︑﹁
自
動

車
運
送
業
分
野
に
お
け
る
特

定
技
能
の
在
留
資
格
に
係
る

制
度
の
運
用
に
関
す
る
方

針
﹂
に
係
る
運
用
要
領
を
と

り
ま
と
め
た
︒

　

政
府
は
３
月
29
日
に
︑
特

定
技
能
制
度
の
対
象
分
野
に

自
動
車
運
送
業
を
追
加
す
る

こ
と
を
閣
議
決
定
し
て
お

り
︑
今
後
一
定
の
技
術
や
経

験
を
も
っ
て
い
る
外
国
人
労

働
者
に
対
し
︑在
留
資
格﹁
特

定
技
能
１
号
﹂（
在
留
期
間

最
大
５
年
）を
与
え
た
上
で
︑

自
動
車
運
送
業
で
受
け
入
れ

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

　

同
運
用
要
領
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
特
定

技
能
１
号
の
技
能
水
準
と
し

て
︑﹁
自
動
車
運
送
業
分
野

運
送
業
分
野
﹂が
追
加
さ
れ
︑

同
分
野
に
お
け
る
特
定
技
能

所
属
機
関
に
課
さ
れ
る
条
件

と
し
て
︑
同
制
度
の
認
証
を

取
得
す
る
こ
と
が
設
定
さ
れ

た
︒

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
︑﹁
一
つ
星
﹂・﹁
二
つ
星
﹂

の
新
規
・
継
続
申
請
は
７
月

１
日
~
９
月
15
日
︑﹁
三
つ
星
﹂

の
新
規
申
請
は
４
月
16
日
~

５
月
31
日
を
予
定
し
て
い
る
︒

　

詳
細
は
︑﹁
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制

度
﹂
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
を
参
照
︒

特
定
技
能
１
号
評
価
試
験

（
ト
ラ
ッ
ク
）﹂
の
合
格
お
よ

び
﹁
第
一
種
運
転
免
許
﹂
の

取
得
︑
国
際
交
流
基
金
日
本

語
基
礎
テ
ス
ト
ま
た
は
日
本

語
能
力
試
験
（
Ｎ
４
以
上
）

へ
の
合
格
を
要
件
と
す
る
︒

　

同
評
価
試
験
は
︑
運
行
管

理
者
等
の
指
導
・
監
督
の

下
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

に
お
け
る
運
行
前
後
の
点

検
︑
安
全
な
運
行
︑
乗
務
記

録
の
作
成
や
荷
崩
れ
を
起
こ

さ
な
い
貨
物
の
積
み
付
け
等

が
で
き
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
も
の
︒
同
評

価
試
験
に
合
格
し
た
上
で
︑

第
一
種
運
転
免
許
を
取
得
し

た
者
に
つ
い
て
︑
一
定
の
専

門
性
・
技
能
を
用
い
て
即
戦

力
と
し
て
稼
働
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
や
経
験
を
有
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
︒
同

評
価
試
験
の
実
施
言
語
は
日

本
語
で
︑
実
施
主
体
は
（
一

財
）
日
本
海
事
協
会
︒
学
科

試
験
お
よ
び
実
技
試
験
が
行

国 交 省国 交 省
物流「よろず御意見窓口」を設置しました！

　政府では、物流の持続的成長に向けて、「我が国の物流の革新
に関する関係閣僚会議」において政策パッケージを取りまとめ、関
係省庁で連携して取り組んでいるところですが、４月以降、我が国
の物流に支障が生じないよう、政府一丸となった取り組みをより一
層加速化させることが重要です。
　国土交通省では、個別の現場で起きている困りごとについて、
一元的にご意見を受け付け、関係省庁と共有するための「よろず御
意見窓口」を設置し、連携して物流の課題に対応するための体制
を構築します。
　国交省としては、関係省庁や関係業界と緊密に連携しながら、
物流の課題に対してスピード感をもって取り組んでいくことで、物
流の停滞が生じないように、さらには物流産業が魅力あるものとな
ることを目指していきます。

●ご意見窓口
　下記のメールアドレスに物流に関するご意見等をご連絡くださ
い。

hqt-butsuryu2024@gxb.mlit.go.jp

●�関係省庁（※上記のメールアドレスにご連絡いただくと、下記の
関係省庁に共有されます）
　警察庁交通局交通規制課、消費者庁消費者政策課、厚生労
働省労働基準局労働条件政策課、同監督課、農林水産省大臣
官房新事業・食品産業部食品流通課、経済産業省商務・サービ
スグループ物流企画室、国交省物流・自動車局物流政策課、環
境省水・大気環境局モビリティ環境対策課

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸
送
の

自
家
用
有
償
運
送
で
通
達

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

適
用
に

　

国
土
交
通
省
は
３
月
29

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
通
達
﹁
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
輸
送
等
へ
の
輸
送
対
策

と
し
て
の
自
家
用
有
償
運
送

の
許
可
に
係
る
取
扱
い
に
つ

い
て
﹂
を
通
知
し
た
︒
近
年

の
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

や
電
子
商
取
引
の
増
加
等
を

背
景
と
し
て
︑
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
輸
送
を
中
心
に
︑
事
業
用

自
動
車
の
み
で
は
そ
の
輸
送

力
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
︒
同
省
で
は
︑
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
︑
良
質
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
︑
併

せ
て
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
︑
道
路
運
送
法
第
78

条
第
３
号
の
規
定
に
基
づ
く

自
家
用
自
動
車
の
有
償
運
送

の
許
可
に
係
る
取
扱
い
に
つ

い
て
︑
通
達
を
改
正
し
た
︒

　

通
達
で
は
︑
自
家
用
自
動

車
の
有
償
運
送
の
許
可
に
つ

い
て
は
︑
弾
力
的
に
運
用
す

る
こ
と
と
し
︑
許
可
の
対
象

は
︑
①
:
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸

送
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
︑

②
:
①
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
︑
公
共
の
福
祉
を
確
保
す

る
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合

に
お
い
て
︑
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
運
輸
支
局
長
が
認
め

る
も
の
︱
︱
と
し
た
︒
申
請

は
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
か
ら
代
理
申
請
を
行
わ
せ

る
も
の
と
し
︑
利
用
計
画
書

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
︑
一
両

当
た
り
の
年
間
利
用
日
数
の

上
限
を
90
日
と
し
た
︒
ま
た
︑

運
送
需
要
者
で
あ
る
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
の
営
業
所

に
配
置
さ
れ
て
い
る
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
と
同
数
ま
で
の
自

家
用
自
動
車
数
が
許
可
さ
れ

る
︒

　

な
お
︑
同
通
達
は
︑
令
和

７
年
１
月
１
日
以
降
に
利
用

計
画
と
す
る
も
の
か
ら
適
用

と
な
る
た
め
︑
６
年
12
月
31

日
ま
で
は
︑
通
達
﹁
年
末
及

び
夏
期
等
繁
忙
期
に
お
け
る

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
対
策
に
つ
い

て
﹂
に
よ
り
︑
許
可
申
請
が

必
要
と
な
る
︒

　

詳
細
は
︑

二
次
元
コ
ー
ド

を
参
照
︒

 
運
行
管
理
業
務
一
元
化

　

の
実
施
要
領
を
通
達

同
一
事
業
者
内
で
他
営
業
所

の
点
呼
等
も
可
能

　

国
土
交
通
省
は
４
月
２

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
﹁
自
動
車
運
送
事

業
に
お
け
る
運
行
管
理
業
務

の
一
元
化
実
施
に
係
る
取
扱

い
に
つ
い
て
﹂
を
通
達
し
た
︒

今
般
︑
国
交
省
の
﹁
運
行
管

理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
﹂
が
︑
同
一
事
業
者
内

に
お
け
る
運
行
管
理
業
務
の

一
元
化
の
た
め
の
要
件
を
取

り
ま
と
め
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
︑
同
省
物
流
・
自
動
車
局

安
全
政
策
課
か
ら
﹁
運
行
管

理
業
務
の
一
元
化
実
施
要

領
﹂
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
た
も
の
︒

　

同
実
施
要
領
で
は
︑
運
行

管
理
業
務
を
効
率
化
し
︑
運

行
管
理
者
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
︑
統
括
す
る
営
業
所
の

運
行
管
理
者
が
他
営
業
所
に

所
属
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
点
呼
︑
運
行
指
示
の

業
務
を
行
う
た
め
︑
国
交
省

が
定
め
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム

の
使
用
︑
運
用
上
の
遵
守
事

項
な
ど
の
要
件
等
が
示
さ
れ

た
︒

　

な
お
︑
こ
の
要
領
は
４
月

１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
︒

　

実
施
要
領

の
詳
細
な
ど

は
︑
二
次
元

コ
ー
ド
を
参

照
︒

 

初
の
﹁
三
つ
星
﹂
44
社
を

認
証

働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

は
４
月
５
日
︑﹁
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
（
正
式
名
称

:
運
転
者
職
場
環
境
良
好

度
認
証
制
度
）﹂
の
令
和
５

年
度
申
請
事
業
者
に
つ
い
て

審
査
が
完
了
し
︑
認
証
事
業

者
と
し
て
８
７
８
社
を
公
表

し
た
︒
内
訳
は
︑﹁
一
つ
星
﹂

６
２
８
社
︑﹁
二
つ
星
﹂
２
０

６
社
︑﹁
三
つ
星
﹂44
社
で
︑﹁
三

つ
星
﹂
は
制
度
創
設
以
来
初

の
認
証
と
な
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
自
動

車
運
送
事
業
（
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
）
の

運
転
者
不
足
に
対
応
す
る
施

策
の
一
環
と
し
て
︑
事
業
者

に
よ
る
職
場
環
境
改
善
の
取

り
組
み
を
国
が
認
証
し
﹁
見

え
る
化
﹂す
る
こ
と
に
よ
り
︑

自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る

労
働
条
件
や
労
働
環
境
に
対

す
る
求
職
者
の
イ
メ
ー
ジ
刷

新
を
図
り
︑
運
転
者
へ
の
就

職
を
促
進
す
る
こ
と
を
狙
い

と
し
て
﹁
働
き
や
す
い
職
場

認
証
制
度
﹂
を
２
年
度
に
創

6 月 1日からの新たな上限料金
６月１日からの基本料金 現行基本料金

車種区分 下限額 上限額 下限額 上限額

軽・二輪 280 円 1,590 円 280 円 1,090 円

普通車 300 円 1,950 円 300 円 1,320 円

中型車 330 円 2,310 円 330 円 1,560 円

大型車 400 円 3,110 円 400 円 2,080 円

特大車 550 円 5,080 円 550 円 3,350 円
※料金額は 0.1km 毎の料金距離に応じて、10 円単位で加算。
※�現金での利用は、阪神高速に入って初めに通行する料金所で上記車種区分に応じた上限額を支払うと、

阪神高速全線を利用できる

 

６
月
１
日
か
ら
新
料
金
体

系
へ

近
畿
圏
の
高
速
道
路

　

阪
神
高
速
道
路
㈱
お
よ
び

西
日
本
高
速
道
路
㈱
は
︑
近

畿
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料

金
を
６
月
１
日
㈯
０
時
か
ら

導
入
す
る
︒

　

令
和
５
年
12
月
22
日
に
国

土
交
通
省
が
公
表
し
た
﹁
近

畿
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料

金
に
関
す
る
具
体
方
針（
案
）﹂

に
基
づ
き
︑﹁
近
畿
圏
の
新

た
な
高
速
道
路
料
金
の
具
体

案
﹂
を
公
表
︒
４
月
１
日
︑

両
社
が
高
速
道

路
料
金
の
変
更

に
つ
い
て
︑
道

路
整
備
特
別

措
置
法
第
３
条

に
基
づ
き
国
土

交
通
大
臣
の
事

業
許
可
を
受
け

た
も
の
︒ 

　

近
畿
圏
の
新

た
な
高
速
道
路

料
金
の
ポ
イ
ン

ト
は
︑
阪
神
高

速
道
路
の
料
金

に
つ
い
て
︑
現

行
の
上
限
料
金

の
設
定
に
よ
り

都
心
通
過
交
通

の
料
金
が
低
く

抑
え
ら
れ
︑
所

要
時
間
を
要
す

る
に
も
か
か
わ

ら
ず
︑
都
心
部

に
交
通
が
集
中

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
︑
交
通
分
散
を
促
進
す

る
と
と
も
に
︑
対
距
離
制
を

基
本
と
し
た
公
平
な
料
金
体

系
の
さ
ら
な
る
前
進
に
向

け
︑
新
た
な
上
限
料
金
を
設

定
し
た
︵
別
掲
︶︒

　

ま
た
︑
阪
神
高
速
道
路
の

料
金
割
引
に
つ
い
て
も
︑
整

理
・
統
一
を
図
る
観
点
等
か

ら
︑
大
口
・
多
頻
度
割
引
を

最
大
45
％
へ
拡
充
す
る
と
と

も
に
︑
深
夜
割
引
を
導
入
す

る
︒

　

さ
ら
に
︑
新
名
神
高
速
道

路
開
通
に
伴
う
中
国
自
動
車

道
の
渋
滞
緩
和
や
大
和
川
線

全
線
開
通
に
よ
り
︑
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

活
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
︑
都
心
迂
回
経
路
の
利

用
が
料
金
の
面
で
不
利
に
な

ら
な
い
よ
う
︑
起
終
点
間
の

最
短
距
離
を
基
本
に
料
金
を

決
定
す
る﹁
都
心
迂
回
割
引
﹂

を
導
入
す
る
︒

　

な
お
︑
詳
細
は
︑
近
畿
圏

の
新
た
な
高

速
道
路
料
金 

阪
神
高
速
特

設
サ
イ
ト︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

表　具体的な対象車両区分、対象排出ガス規制識別記号、補助額

車両区分（車両総重量） 2015 年度
燃費基準

基準額（万円） 排出ガス規制
識別記号廃車有 廃車無

大型（12㌧超）
＋ 10％以上 75 50 2RG・2TG

＋ 5％以上 50 37.5 2PG

中型（7.5㌧超～ 12㌧以下） ＋ 10％以上 42 28
2RG・2TG

小型（3.5㌧超～ 7.5㌧以下） ＋ 10％以上 15 10
※ 2025 年度重量車燃費基準適合車は＋ 5 万円
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
は
︑
荷
主
と
事
業
者
の
関

係
も
以
前
と
は
変
化
し
て
き
た
感

が
あ
る
︒
事
業
者
を
取
材
し
て
い

る
な
か
で
︑
運
賃
交
渉
に
前
向
き

な
荷
主
が
増
え
て
き
た
と
い
う
話

を
聞
く
か
ら
だ
︒

　

保
有
車
両
数
が
25
台
の
事
業
者

は
︑
昨
年
２
月
上
旬
に
す
べ
て
の

取
引
先
と
運
賃
値
上
げ
交
渉
を
し

た
︒
主
要
な
荷
主
７
社
と
取
引
額

の
少
な
い
他
の
荷
主
も
︑
全
社
が

昨
年
４
月
か
ら
の
運
賃
５
％
値
上

げ
に
応
じ
た
︒﹁
本
来
は
10
％
の

値
上
げ
が
必
要
だ
が
︑
今
年
は
５

％
と
交
渉
し
た
﹂
の
で
あ
る
︒

　

こ
れ
に
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
︒

昨
年
２
月
中
旬
ぐ
ら
い
に
一
斉
に

運
賃
交
渉
し
よ
う
と
計
画
し
︑
主

要
荷
主
の
１
社
に
ア
ポ
イ
ン
ト
の

電
話
を
し
た
ら
﹁
運
賃
の
話
で
来

る
の
な
ら
︑
も
う
少
し
早
く
２
月

上
旬
に
き
て
く
れ
と
い
わ
れ
ま
し

た
︒
社
内
の
手
続
き
を

す
る
の
に
︑
早
い
方
が

良
い
と
い
う
の
で
す
﹂︒

　

そ
こ
で
︑
今
年
も
２

月
上
旬
に
す
べ
て
の
取

引
先
と
５
％
値
上
げ
の

交
渉
を
し
た
︒
そ
の
結

果
︑﹁
半
数
の
取
引
先

が
５
％
の
値
上
げ
に
応

じ
︑
そ
の
他
の
荷
主
は

５
％
以
下
で
す
が
︑
一
番
低
い

荷
主
で
も
２
％
の
値
上
げ
で

す
﹂︒
こ
の
事
業
者
は
昨
年
と

今
年
の
交
渉
で
︑
合
わ
せ
て
７

~
10
％
の
運
賃
値
上
げ
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

　

こ
の
よ
う
な
荷
主
の
変
化
の

背
景
に
は
︑﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂

に
対
す
る
認
識

の
浸
透
が
あ
る

も
の
と
思
わ
れ

る
︒
さ
ら
に
事

業
者
に
と
っ
て

は
︑
昨
年
７
月
の

﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ

メ
ン
﹂
の
設
置

効
果
も
あ
る
よ

う
だ
︒
あ
る
中

小
事
業
者
は
取

材
の
な
か
で
︑

﹁
話
し
合
い
に

応
じ
よ
う
と
し

な
い
取
引
先
が

１
社
あ
り
ま
す
︒

ど
う
し
て
も
運
賃
交
渉
に
応
じ

な
い
と
い
う
の
な
ら
︑
ト
ラ
ッ

ク
Ｇ
メ
ン
に
告
発
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
﹂
と
い
う
︒

　

一
方
︑﹁
荷
主
の
１
社
に
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
が
来
ま
し
た
︒
結

果
的
に
は
何
も
な
か
っ
た
の
で

す
が
︑
後
日
︑
そ
の
荷
主
が
チ
ク

っ
た
事
業
者
は
誰
だ
と
﹃
犯
人
﹄

探
し
を
し
︑
そ
の
執
拗
さ
に
は
辟へ

き

易え
き

し
ま
し
た
﹂
と
話
す
事
業
者
も

い
る
︒
そ
れ
な
ら
﹁﹃
犯
人
﹄
探

し
を
し
た
荷
主
が
い
ま
す
と
チ
ク

っ
て
や
れ
ば
﹂
と
い
っ
て
笑
っ
た
︒

　

運
賃
値
上
げ
を
実
現
し
た
事
業

者
の
多
く
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃

上
げ
の
必
要
性
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
︑
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
に
働

き
方
の
仕
組
み
を
変
え
︑
そ
れ
に

伴
っ
て
コ
ス
ト
が
増
え
た
こ
と
も

説
明
し
て
い
る
︒

　

あ
る
事
業
者
は
︑﹁
労
働
時
間

短
縮
の
た
め
に
仕
事
の
仕
組
み
を

変
え
た
だ
け
で
は
ク
リ
ア
で
き
な

い
の
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
増
員
す

る
こ
と
を
説
明
し
た
﹂
と
い
う
︒

も
っ
と
シ
ン
プ
ル
な
働
き
方
の
変

更
で
値
上
げ
を
実
現
し
た
事
業
者

は
︑﹁
残
業
時
間
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
に
月
10
運
行
だ
っ
た
の
を
９

運
行
に
す
る
こ
と
を
説
明
し
︑
単

純
に
10
％
の
運
賃
値
上
げ
を
要
請

し
て
︑
昨
年
10
月
か
ら
は
す
べ
て

の
荷
主
が
応
じ
た
﹂
と
い
う
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の
改
正
で

は
平
均
８
％
の
引
き
上
げ
に
な

る
︒
そ
れ
も
追
い
風
に
︑
適
正
な

運
賃
実
現
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
︒

第
335
回

時短への取り組みを説明して運賃交渉

～大地震発生時の措置等～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�地震防災対策強化地域で車を運転中に警戒宣言が発せられたとき
は、地震の発生に備えて、あわてることなく、低速で走行する。
（ ○・× ）

❷	�車を運転中に大地震が発生したときは、急ハンドル、急ブレーキ
を避けるなど、できるだけ安全な方法により道路の左側に停止さ
せること。（ ○・× ）

❸	�やむを得ず道路上に置いて避難するときは、エンジンキーは付け
たままとするか運転席などの車内の分かりやすい場所に置き、窓
は開け、ドアはロックしない。（ ○・× ）

❹	�車を運転中以外の場合に大地震が発生したときでも、車を運転で
きるのであれば車を使用して避難する。（ ○・× ）

❺	�災害対策基本法による交通の規制が行われているときに、警察官
の指示を受けたときは、その指示に従う。（ ○・× ）

（解答は11面）

第26回「鳥取県岩美町『岩井温泉』」第26回「鳥取県岩美町『岩井温泉』」

　

蒲
生
川
沿
い
の
旧
街
道

に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
鳥
取

県
岩
美
町
の
﹁
岩
井
温

泉
﹂︒こ
こ
は
︑平
安
時
代
︑

﹁
八
古
湯
﹂
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
︑
約
１
２
０
０

年
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
︒

江
戸
時
代
末
期
に
こ
の
地

で
創
業
し
た
﹁
岩
井
屋
﹂

は
︑
宿
全
体
に
木
の
温
も
り
を
感
じ
る
︑
民
芸
調

の
癒
し
の
宿
で
す
︒
全
館
畳
敷
き
で
︑
総
客
室
数

は
13
室
︑
ま
る
で
自
宅
の
よ
う
に
く
つ
ろ
ぐ
こ
と

が
で
き
る
空
間
は
︑
故
郷
ヘ
帰
っ
て
き
た
か
の
よ
う

な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
一
人
旅
で
ノ
ー
プ
ラ
ン
︒
ど
こ
へ
行
こ

う
と
構
わ
な
い
︑
自
由
で
気
ま
ま
な
旅
は
久
し
ぶ

り
︒
さ
て
︑
温
泉
に
向
か
う
前
に
小
旅
行
で
す
︒

　

鳥
取
県
と
い
え
ば
︑
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
﹁
鳥

取
砂
丘
﹂
は
︑
何
度
訪
れ
て
も
新
鮮
で
︑
優
し
く

私
を
包
み
こ
ん
で
く
れ
ま
す
︒
砂
丘
を
見
た
後
に

立
ち
寄
っ
た
の
は
︑
砂
像
を
専
門
に
展
示
す
る
世

界
初
の
美
術
館
で
あ
る
﹁
砂
の
美
術
館
﹂
で
す
︒

私
が
訪
問
し
た
時
は
︑﹁
砂
で
世
界
旅
行
・
エ
ジ
プ

ト
編
﹂
が
開
催
中
で
︑
精
巧
に
作
ら
れ
た
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
︑
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
︑
ア
ブ
・
シ
ン
ベ
ル
神
殿
の

砂
像
は
実
に
見
事
で
︑
そ
れ
は
圧
巻
の
一
言
︒﹁
本

当
に
来
て
よ
か
っ
た
﹂
と
大
い
に
満
足
し
ま
し
た
︒

　

ひ
と
し
き
り
観
光
を
終
え
︑
そ
し
て
い
よ
い
よ

念
願
の
︑
今
宵
の
宿
ヘ
と
向
か
い
ま
す
︒
宿
に
着
い

て
︑
真
っ
先
に
入
っ
た
の
は
︑
楽
し
み
に
し
て
い
た

１
０
０
％
源
泉
か
け
流
し
の
大
浴
場
﹁
源
泉
長
寿

の
湯
﹂
で
す
︒
直
立
し
て
も
胸
ま
で
浸
か
る
深
い

浴
槽
は
︑
身
体
全
体
を
芯
か
ら
温
め
て
く
れ
ま
し

た
︒
こ
こ
岩
井
温
泉
で
は
︑﹁
湯
か
む
り
﹂
と
い
う

独
特
の
入
浴
法
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
︒
頭
に
手

拭
い
を
乗
せ
﹁
湯
か
む
り
唄
﹂
を
歌
い
な
が
ら
柄

杓
で
頭
に
お
湯
を
か
け
る
と
い
う
も
の
で
す
︒﹁
源

泉
長
寿
の
湯
﹂
で
は
浴
室
内
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

も
優
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
お
り
︑
深
い
湯

船
に
浸
か
り
な
が
ら
︑﹁
あ
あ
︑
日
本
人
に
生
ま
れ

て
き
て
よ
か
っ
た
﹂
と
思
わ
ず
独
り
ご
と
で
す
︒

　

部
屋
に
戻
り
︑
湯
上
が
り
の
ビ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
︑
喉
が
鳴
り
﹁
こ
れ
ぞ
至
福
の
時
﹂

と
ひ
と
り
陶
然
︒
夕
餉
は
︑
地
元
山
陰
の
味
わ
い

深
い
山
海
の
幸
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
会
席
料

理
で
︑
質
・
量
と
も
に
素
晴
ら
し
く
心
ゆ
く
ま
で

堪
能
し
ま
し
た
︒

　

翌
日
は
快
晴
で
︑﹁
浦
富
海
岸
島
め
ぐ
り
遊
覧

船
﹂
に
乗
船
し
ま
し
た
︒
水
深
25
メ
ー
ト
ル
の
透

明
度
を
誇
る
海
と
︑
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス

式
海
岸
の
変
化
に
富
ん
だ
景
観
に
魅
せ
ら
れ
︑
船

上
を
吹
き
抜
け
る
爽
や
か
な
風
は
︑
と
て
も
心
地

よ
い
も
の
で
し
た
︒
山
陰
最
古
と
い
わ
れ
る
﹁
岩

井
温
泉
﹂
へ
の
一
人
旅
は
︑
私
に
新
た
な
活
力
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

令
和
６
年
度
﹁
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
等
推
進
事
業
﹂

の
募
集
を
開
始

６
月
７
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
４
月
16

日
︑
令
和
６
年
度
﹁
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
等
推
進
事
業
﹂（
補

助
事
業
）
の
募
集
を
開
始
し

た
︒

　

同
事
業
は
︑
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
︑
流
通
業
務

の
省
力
化
に
よ
る
持
続
可
能

な
物
流
体
系
の
構
築
を
図
る

た
め
に
実
施
す
る
も
の
︒
今

年
度
事
業
で
は
︑
中
継
輸
送

に
よ
る
物
流
効
率
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
補
助
対
象

と
な
る
︒

　

対
象
と
な
る
事
業
は
︑
次

の
通
り
︒

① 

物
流
総
合
効
率
化
法
に
基

づ
く
総
合
効
率
化
計
画
策

定
の
た
め
の
調
査
事
業

（
総
合
効
率
化
計
画
策
定

事
業
）

② 

物
流
総
合
効
率
化
法
の
総

合
効
率
化
計
画
に
基
づ
き

実
施
す
る
事
業
（
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
推
進
事
業
︑
幹

線
輸
送
集
約
化
推
進
事

業
︑
過
疎
地
域
の
ラ
ス
ト

ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
効
率
化

推
進
事
業
︑
中
継
輸
送
推

進
事
業
）

　

補
助
対
象
事
業
者
は
︑
荷

主
お
よ
び
物
流
事
業
者
等
物

流
に
係
る
関
係
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
協
議
会
︒
補
助

対
象
経
費
（
補
助
率
）
の
上

限
総
額
は
︑
総
合
効
率
化
計

画
策
定
事
業
で
は
５
０
０
万

円
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進

事
業
︑
幹
線
輸
送
集
約
化
推

進
事
業
︑
過
疎
地
域
の
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
配
送
効
率
化

推
進
事
業
︑
中
継
輸
送
推
進

事
業
で
は
１
０
０
０
万
円
で
︑

予
算
額
は
１
億
６
４
０
０
万

円
︒

　

応
募
期
間
は
︑
６
月
７
日

㈮
17
時
ま
で
（
必
着
）︒
応

募
に
関
す
る

詳
細
は
︑
国

交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

 

就
職
・
採
用
活
動
の
日
程

等
に
つ
い
て
要
請

就
職
・
採
用
活
動
の

円
滑
な
実
施
に
向
け
て

　

政
府
は
４
月
16
日
︑﹁
２
０

２
５
（
令
和
７
）
年
度
卒
業

・
修
了
予
定
者
等
の
就
職
・

採
用
活
動
に
関
す
る
要
請
事

項
﹂
を
取
り
ま
と
め
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ
め

と
し
た
経
済
団
体
・
業
界
団

体
に
要
請
を
行
っ
た
︒

　

近
年
︑
学
生
の
就
職
活
動

は
︑
早
期
化
・
長
期
化
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
︑

就
職
・
採
用
活
動
の
開
始
日

よ
り
前
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
等
と
称
し
て
実
質
的
な
採

用
選
考
活
動
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
の
事
態
が
生
じ
て
い
る

ほ
か
︑
就
職
活
動
を
行
う
学

生
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒

　

政
府
で
は
別
掲
で
示
し
た

就
職
・
採
用
活
動
日
程
ル
ー

ル
を
原
則
と
す
る
ほ
か
︑
学

生
の
就
職
活
動
期
間
の
長
期

化
に
よ
り
学
修
時
間
等
の
確

保
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
︑
学
生
の
負
担
軽
減
・
学

修
時
間
の
確
保
・
学
事
日
程

等
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
︒

 

新
東
名
建
設
中
区
間
で
路

車
協
調
実
証
実
験
を
実
施

高
速
道
路
の
自
動
運
転

時
代
に
向
け
て

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
︑
新

東
名
高
速
道
路
の
建
設
中
区

間
で
﹁
高
速
道
路
の
自
動
運

転
時
代
に
向
け
た
路
車
協
調

実
証
実
験
﹂
を
５
月
13
日
か

ら
実
施
す
る
︒

　

同
実
証
実
験
は
︑
現
在
建

設
が
進
ん
で
い
る
新
東
名
高

速
道
路
新
秦
野
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
~
新
御
殿

令
和
６
年
度

﹁
全
国
安
全
週
間
﹂

を
７
月
に
実
施

労
働
災
害
防
止
へ
の

取
り
組
み
徹
底
を

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
12

日
︑
令
和
６
年
度
﹁
全
国
安

全
週
間
﹂
を
７
月
に
実
施
す

る
と
発
表
し
た
︒

　

同
週
間
は
︑
労
働
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
︑
産
業
界

で
の
自
主
的
な
活
動
の
推
進

と
︑
職
場
で
の
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
︑
安
全
を
維

持
す
る
活
動
の
定
着
を
目
的

に
実
施
さ
れ
る
も
の
︒

　

令
和
５
年
の
労
働
災
害
に

つ
い
て
は
︑
死
亡
災
害
は
前

年
を
下
回
る
見
込
み
で
あ
る

も
の
の
︑
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
災
害
は
前
年
を
上
回
る

見
込
み
で
あ
り
︑
近
年
︑
増

加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
︒

特
に
︑
転
倒
や
腰
痛
と
い
っ

た
︑
労
働
者
の
作
業
行
動
に

起
因
す
る
死
傷
災
害
︑
墜
落

・
転
落
な
ど
の
死
亡
災
害
が

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
︒

　

今
年
度
は
︑﹁
危
険
に
気

付
く
あ
な
た
の
目　

そ
し
て

摘
み
取
る
危
険
の
芽　

み
ん

な
で
築
く
職
場
の
安
全
﹂
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
要
綱
を

定
め
︑
各
事
業
場
に
対
し
て

労
働
災
害
防
止
対
策
の
徹
底

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
７
月
１
日

㈪
~
７
日
㈰
を
﹁
全
国
安
全

週
間
﹂︑
６
月
１
日
㈯
~
30

日
㈰
を
準
備
期
間
と
し
て
︑

各
職
場
に
お
け
る
巡
視
や
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示
︑
労
働
安

全
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催

な
ど
︑
様
々
な
取
り
組
み
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

場
Ｉ
Ｃ
間
に
お
い
て
︑
路
車

間
通
信
（
車
両
と
イ
ン
フ
ラ

設
備
の
無
線
通
信
）
を
活
用

し
て
実
施
す
る
も
の
︒
同
実

証
実
験
に
は
10
企
業
・
団
体

が
参
加
︒
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日

本
が
提
示
し
た
７
の
ユ
ー
ス

ケ
ー
ス
に
︑
参
加
企
業
・
団

体
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
３
の

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
加
え
た
10

の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
︑

計
23
件
の
実
証
実
験
を
行
う

︵
図
︶︒
実
施
期
間
は
︑
７

月
末
頃
ま
で
の
約
３
か
月
間
︒

　

同
実
証
実
験
は
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
ほ
か
︑
国
土

交
通
省
︑
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
︑
東
日
本
高
速
道

路
㈱
︑
西
日
本
高
速
道
路
㈱

お
よ
び
㈱
高
速
道
路
総
合
技

術
研
究
所
と
連
携
し
て
実
施

し
︑
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え

て
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
将

来
の
路
車
間
通
信
の
仕
様
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
︒
ま
た
︑
同
実
証
実
験

は
︑
今
年
度
末
か
ら
新
東
名

高
速
道
路
駿
河
湾
沼
津
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
~
浜

松
Ｓ
Ａ
間（
約
１
０
０
㌔
㍍
）

で
実
証
実
験
が
計
画
さ
れ
て

い
る
︑
国
の
﹁
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
全
国
総
合
整
備

実
現
会
議
﹂
の
ア
ー
リ
ー
ハ

ー
ベ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
自

動
運
転
レ
ー
ン
）
の
実
証
に

も
活
用
さ
れ
る
予
定
︒

次
世
代
新
技
術
に
関
す
る

講
演
を
実
施

第
６
回
﹁
次
世
代
新
技
術

対
応
小
委
員
会
﹂

　

第
６
回
﹁
次
世
代
新
技
術

対
応
小
委
員
会
﹂（
山
口
嘉

彦
委
員
長
）
が
︑
４
月
12
日

に
開
催
さ
れ
た
︒

　

山
口
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
︑（
一
財
）
環
境
優

良
車
普
及
機
構
の
今
井
武
人

常
務
理
事
に
よ
る
講
演
﹁
商

用
車
の
電
動
化
促
進
事
業

（
ト
ラ
ッ
ク
）
の
令
和
５
年

度
予
算
の
執
行
状
況
と
令
和

５
年
度
補
正
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
﹂
と
︑
㈱
三
菱
総
合

研
究
所
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
通
信

事
業
本
部
の
大
島
竜
輝
研
究

員
に
よ
る
講
演
﹁
Ｅ
Ｖ
ワ
イ

ヤ
レ
ス
給
電
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
次
世
代
都
市
交
通
の

実
現
に
向
け
て
﹂
を
実
施
︒

（
５
月
１
日
〜
31
日
）

▽
５
月
13
日

・
第
10
回
道
路
委
員
会

▽
５
月
16
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
回
総
務
委
員
会

▽
５
月
22
日

・
第
80
回
広
報
委
員
会

▽
５
月
27
日

・
第
12
回
税
制
委
員
会

そ
の
後
の
議
事
で
は
︑
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
議
論
を
行

い
︑
今
秋
を
目
途
に
次
世
代

・
新
技
術
車
両
等
に
関
す
る

視
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
︒

第6回次世代新技術対応小委員会（4月12日、全ト協）

就職・採用活動日程ルール
・広報活動開始：卒業・修了年度に入る直前の３月１日以降
・採用選考活動開始：卒業・修了年度の６月１日以降
・正式な内定日：卒業・修了年度の 10 月１日以降
※�広報活動の開始期日より前に行う活動は、不特定多数に向けた一般的

なものにとどめ、学生の個人情報の取得や個人情報を活用した広報・
採用選考活動は行わないこと。

※�広報活動の実施に当たっては、その後の採用選考活動に影響を与える
ものではないことを十分に周知すること。

図　路車協調実証実験で検証するユースケースの一例

運輸事業従事者のための
メンタルヘルスサイトをリニューアル

　（一財）運輸振興協会ではこのほど、運輸事業従事者のための
メンタルヘルスサイト「こころの健康自己チェック」をリニュー
アルした。
　同サイトは、運輸事業における輸送の安全確保
の観点から制作されたもので、運輸事業従事者を
対象とした、こころの疲れや不調に気づくための
プログラム。同サイト（二次元コード）にパソコ
ンやスマートフォンからアクセスし、心身の状態
や仕事内容、職場や家族の人間関係など、現在の
自分の状態に関する質問に回答することにより、５段階判定でこ
ころの状態を知ることができる。
　同協会では、中小運輸事業者に対し、同サイトを定期的に利用
して早期のメンタルヘルス対策に役立てるよう呼びかけている。

運輸振興協会
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落
事
故（
１
４
０
件
）の
う
ち
︑

１
３
２
件
で
﹁
左
後
輪
﹂
が

脱
落
し
て
お
り
︑
事
故
全
体

の
94
％
を
占
め
て
い
る
︵
図

２
︶︒

　

国
交
省
﹁
大
型
車
の
車
輪

格
の
違
い
は
図
６
の
通
り
︒

な
お
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
特
徴

と
し
て
次
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

① 

ホ
イ
ー
ル
を
平
面
座
で
締

め
付
け

② 

後
軸
の
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
も

１
つ
の
ナ
ッ
ト
で
共
締
め

③ 

ホ
イ
ー
ル
の
セ
ン
タ
リ
ン

グ
を
︑
ハ
ブ
・
イ
ン
ロ
ー

で
行
う

脱
落
事
故
防
止
対
策
に
係
る

調
査
・
分
析
検
討
会
﹂で
は
︑

各
種
調
査
や
実
証
実
験
の
結

果
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
い
︑

４
年
12
月
に
︑
今
後
の
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
﹁
中

　

ま
た
︑
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
と
Ｉ

Ｓ
Ｏ
規
格
に
お
け
る
車
輪
脱

落
事
故
に
至
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
図
７
の
通
り
で
︑
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
で
は
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト

が
緩
む
こ
と
で
ボ
ル
ト
曲
げ

荷
重
が
過
大
と
な
り
︑
ボ
ル

ト
が
折
損
し
て
車
輪
脱
落
に

繋
が
る
一
方
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格

で
は
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
が
緩

　

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
︑

令
和
５
年
度
は
11
月
末
時
点

で
53
件
（
速
報
値
）
発
生
し

て
い
る
︵
図
１
︶︒
ま
た
︑
４

年
度
に
発
生
し
た
タ
イ
ヤ
脱

·
車
輪
脱
落
事
故
に
至
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

自
工
会
各
社
で
は
︑
点
検

整
備
方
法
の
容
易
化
や
︑
整

備
費
用
の
縮
減
等
に
つ
い
て

総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
︑

平
成
22
年
に
国
際
標
準
規
格

で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
を
採
用

し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
︒

　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

間
取
り
ま
と
め
﹂
を
公
表
し

た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
車
輪
脱

落
事
故
車
両
の
調
査
や
︑
タ

イ
ヤ
脱
着
作
業
︑
保
守
管
理

状
況
に
係
る
実
態
調
査
に
お

い
て
︑
図
３
で
示
し
た
事
例

ん
で
回
転
し
︑
ナ
ッ
ト
が
脱

落
す
る
こ
と
で
車
輪
脱
落
に

繋
が
る
と
し
て
い
る
︒

·
左
後
輪
で
多
く
発
生
す
る
要
因

　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
の
い
ず
れ
も
︑
脱
落
事
故

の
多
く
が
左
後
輪
で
発
生
し

て
い
る
︒
ま
た
︑
正
し
い
締

め
付
け
状
態
で
の
緩
み
評
価

が
散
見
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
タ

イ
ヤ
脱
着
作
業
︑
保
守
管
理

状
況
に
係
る
実
態
調
査
に
よ

り
︑
図
４
で
示
し
た
よ
う
な

知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑実
証
実
験
で
は
︑

ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
に
適
切
に

試
験
の
結
果
︑
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
と
も
に
十
分

な
締
め
付
け
力
が
あ
る
こ
と

や
︑
右
ね
じ
・
左
ね
じ
の
緩

み
や
す
さ
に
差
が
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
と
説
明
︒
自

工
会
で
は
︑
特
に
左
側
後
軸

車
輪
の
脱
落
事
故
が
多
く
発

生
す
る
要
因
と
し
て
︑
図
８

で
挙
げ
た
内
容
が
関
係
し
て

潤
滑
剤
を
﹁
塗
布
し
な
い
﹂

場
合
︑
規
定
ト
ル
ク
で
締
め

付
け
て
い
て
も
︑
締
め
付
け

を
繰
り
返
す
た
び
に
締
付
け

力
（
軸
力
）
が
徐
々
に
低
下

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
︵
図

５
︶︒
そ
の
ほ
か
︑
軸
力
が
一

い
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い

る
︒

·
保
守
管
理
上
留
意
す
べ
き
点

　

自
工
会
で
は
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
に
お
け
る
保
守
管
理
上
留

意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
︑
図

９
を
挙
げ
て
い
る
︒特
に
︑﹁
ナ

ッ
ト
の
座
金
（
ワ
ッ
シ
ャ
ー
）

と
ナ
ッ
ト
と
の
す
き
間
に
エ

定
以
上
低
下
す
る
と
ナ
ッ
ト

の
緩
み
が
加
速
度
的
に
進
行

す
る
こ
と
か
ら
︑﹁
潤
滑
剤

を
塗
布
し
な
い
﹂
な
ど
の
不

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
潤
滑

剤
を
薄
く
塗
布
す
る
こ
と
﹂

や
﹁
ワ
ッ
シ
ャ
ー
が
ス
ム
ー
ズ

に
回
転
す
る
か
点
検
す
る
こ

と
﹂
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
特
有
の
留
意
点
で
あ
る
︒

特
に
︑
タ
イ
ヤ
脱
落
事
故
の

分
析
結
果
か
ら
︑
こ
れ
ら
の

留
意
点
が
守
ら
れ
て
い
な
い

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
が

車
輪
脱
落
事
故
に
繋
が
る
と

し
て
い
る
︒

事
例
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
︑

こ
れ
ら
留
意
点
の
徹
底
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

自
工
会
で
は
︑
タ
イ
ヤ
脱

着
時
の
注
意
点
︵
図
10
︶
を

示
し
た
上
で
︑
会
員
事
業
者

に
対
し
︑
適
切
な
保
守
・
管

理
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
国
土
交
通
省
が
設
置
し
た

﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防

止
対
策
に
係
る
連
絡
会
﹂や﹁
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対

策
に
係
る
調
査
・
分
析
検
討

会
﹂
に
参
加
し
︑
車
輪
脱
落
事

故
の
再
発
防
止
に
向
け
︑
適
切

な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
や
保
守
管

理
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
啓
発

に
努
め
て
き
た
︒
そ
の
一
方
で
︑

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
は
依

然
と
し
て
多
く
発
生
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
交
通

対
策
委
員
会
（
工
藤
修
二
委
員

長
）
で
は
︑
特
に
左
側
後
軸
の

車
輪
脱
落
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
︑
会

員
事
業
者
等
か
ら
﹁
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規

格
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い

か
﹂
な
ど
の
意
見
が
全
ト
協
に

対
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
受
け
︑
４
月
16
日
に
﹁
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
要
因
に
関

す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
説
明
会
﹂を
開
催
︒

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局

自
動
車
整
備
課
と
（
一
社
）
日

本
自
動
車
工
業
会
（
自
工
会
）

大
型
車
委
員
会
大
型
車
企
画
部

会
大
型
車
車
輪
脱
落
事
故
防
止

分
科
会
の
分
科
会
長
か
ら
︑
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
要
因
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
︒

図３　車輪脱落事故車両調査や、タイヤ脱着作業、
保守管理状況に係る実態調査において散見された事例

・�タイヤ脱着作業時にホイール・ボルト、ホイール・ナット等の点検・
清掃、潤滑剤の塗布が適切に実施されておらず、著しいさびや汚れ
を清掃せず劣化・損傷した部品をそのまま使用していた。

・�ボルトやナットのねじ部、摺動部への潤滑剤の塗布を行っておら
ず、スムーズに回転しないナットをそのまま使用して締め付けてい
た。

・�ナットの締め付け時に、自動車メーカーが規定するトルク値で締め
付けを行っていなかった。

・�大型車の使用者自らによる増し締め等が実施されていなかった。
・�日常点検が適切に実施されておらず、日頃からナットの緩みの有無

を確認していなかった。
・�運送事業者等の整備管理者による事業者内の指導・管理が不十分で

あった。

（出典：国交省「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査・分析
　　　　検討会」中間取りまとめ〔概要版〕）

図４　タイヤ脱着作業、保守管理状況に係る
実態調査により得られた知見

・�タイヤ脱着時の点検・清掃・潤滑作業内容については、大型車使用
者の業種に関わらず社内の周知・徹底は一定程度図られているもの
の、ISO 方式に特有の作業であるナットの摺動部への潤滑剤塗布を
筆頭に、タイヤ脱着作業者への作業内容の徹底が不十分な事業者も
存在した。

・�事故惹起事業者において、自動車メーカーの規定する締め付けトル
クによるナットの締め付け遵守状況が顕著に低かった。

（出典：国交省「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査・分析
　　　　検討会」中間取りまとめ〔概要版〕）

（出典：国交省「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査・分析検討会」中間取りまとめ〔概要版〕）

図１　年度別および 11月末時点における発生件数

図２　車輪脱落箇所別発生件数

締め付け回数

図８　左側後軸車輪の脱落事故が多く発生する要因

・�右折時は、比較的高い速度で旋回するため、遠心力により荷
重が左輪に多くかかる

・�左折時は、低い速度であるが、左後輪がほとんど回転しない
状態で旋回するため、回転方向に対して垂直にタイヤがよじ
れるように力が働く

・�道路は中心部が高く作られている場合が多いことから、車両
が左に傾き、左輪により大きな荷重がかかる

図 10　タイヤ脱着時の注意点

■トルクレンチで適正締め付け
　適正なトルクレンチによる規定トルクの締め付け、タイヤ交換
後の増し締めの実施

■さびたナットは清掃・交換
　ディスクホイール取付面、ホイールナット当たり面、ハブの取
付面、ホイールボルト、ナットのさびやゴミ、追加塗装などを取
り除く

■ナット・ワッシャー隙間に給脂
　ホイールボルト、ナットのねじ部と、ナットとワッシャーのす
き間にエンジンオイルなど指定の潤滑油を薄く塗布し、回転させ
て油をなじませる

■いちにち一度は緩みの点検
　運行前に特に脱落が多い左後輪を中心に、ボルト、ナットを目
で見て、触って点検する

ホイールナット・ボルトの劣化、清掃・給脂不足

規定トルクで締め付け

ホイールの締め付け力不足

道路凸凹、交差点右左折などタイヤにかかる
大きな力で緩む（初期なじみ以上に緩みが促進）

日常点検不適切（または未実施）

ISO：ナット回転
↓

ナット脱落

JIS：ボルト曲げ荷重過大
↓

ボルト折損

図９　

図６　JIS 規格と ISO規格の違い

図７　車輪脱落事故のメカニズム

（図６〜９出典：自工会資料）

1
車
輪
脱
落
事
故
に
係
る
調
査
・
分
析

不
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業

車
輪
脱
落
事
故
の
原
因
に

国 交 省

2
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
違
い

正
し
い
締
め
付
け
状
態
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
・

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
で
の
緩
み
や
す
さ
の
差
は
確
認
で
き
ず

自 工 会

全ト協と都道府県トラック協会を結んで実施したWEB説明会では、各地の会員事業者から寄せられ
た質問に対し、国交省と自工会の担当者が分かりやすく回答した（4月16日、全ト協）

車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け

車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
要
因
等
を
国
交
省
・
自
工
会
が
説
明

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
要
因
等
を
国
交
省
・
自
工
会
が
説
明

全国のトラック全国のトラック協会結びWEB 説明会協会結びWEB 説明会

図５　
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マ
ル
コ
ウ
運
輸
㈱
（
椎
名

恵
代
表
取
締
役
社
長
）
は
︑

自
動
車
部
品
や
建
設
機
械
お

よ
び
資
材
︑
木
材
製
品
等
の

輸
送
・
保
管
・
加
工
な
ど
を

手
が
け
て
い
る
運
送
会
社
で

あ
る
︒

　

同
社
が
﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物

流
﹄
推
進
運
動
﹂
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
︑
鳥
取
県
商
工
労
働
部
通

商
物
流
課
か
ら
同
運
動
に
関

す
る
情
報
提
供
が
あ
っ
た
こ

と
や
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
他
社
の
取

り
組
み
事
例
を
見
た
こ
と
だ

っ
た
と
い
う
︒
同
運
動
に
取

　

同
社
が
策
定
し
た
自
主
行

動
宣
言
は
︑
表
の
通
り
で
あ

る
︒

　

同
社
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
の

制
限
や
改
善
基
準
告
示
の
強

化
が
行
わ
れ
る
令
和
６
年
を

前
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束

時
間
削
減
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
︒

　

同
社
が
主
体
と
し
て
い
る

自
動
車
部
品
輸
送
で
は
︑
東

海
地
方
や
関
東
地
方
な
ど
へ

の
定
期
便
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
︒
同
社
で
は
ま
ず
︑
荷

主
企
業
に
対
し
て
﹁
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
﹂
へ
の
対
応

の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し

た
上
で
︑
荷
待
ち
時
間
の
削

減
を
図
る
た
め
︑
物
流
セ
ン

タ
ー
へ
の
到
着
時
刻
を
調
整

す
る
よ
う
提
案
し
た
︒
さ
ら

に
︑
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
車
両
の
待
機
場
所
を
確
保

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘

束
時
間
削
減
に
あ
た
っ
て
︑

同
社
で
問
題
と
な
っ
て
い
た

の
が
︑
運
転
・
待
機
時
間
に

加
え
て
物
流
セ
ン
タ
ー
内
で

の
積
み
卸
し
作
業
が
１
時
間

ほ
ど
発
生
し
て
い
た
こ
と
で

あ
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
同
社
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
行
う
積
み
卸

し
作
業
に
対
す
る
料
金
を
荷

主
企
業
か
ら
収
受
で
き
て
い

な
い
こ
と
も
問
題
だ
っ
た
︒

　

こ
れ
ま
で
収
受
で
き
て
い

な
か
っ
た
積
卸
料
や
附
帯
作

業
料
金
な
ど
を
収
受
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
︑
荷
主

企
業
と
の
交
渉
を
進
め
て
い

る
︒

　
﹁
こ
れ
ま
で
当
社
で
は
荷
役

に
係
る
対
価
が
収
受
で
き
て

お
ら
ず
︑
持
続
可
能
な
物
流

の
実
現
に
向
け
て
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
こ

れ
ま
で
の
交
渉
を
通
じ
て
︑

﹃
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹄

に
対
す
る
荷
主
企
業
の
理
解

は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
感

じ
て
お
り
︑
荷
主
企
業
と
の

交
渉
の
際
に
は
丁
寧
に
話
を

進
め
て
い
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
︒
交
渉
の
結
果
︑
運
賃

ク
が
各
倉
庫
を
回
る
必
要
が

な
く
な
り
︑
荷
役
作
業
の
合

理
化
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担

軽
減
に
繋
が
っ
た
︒

　
﹁
本
社
内
に
保
管
効
率
の

高
い
倉
庫
を
確
保
し
た
こ
と

で
︑拘
束
時
間
や
運
転
時
間
︑

作
業
時
間
の
削
減
に
繋
が
っ

た
ほ
か
︑ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
も

﹃
複
数
箇
所
で
の
積
み
込
み

作
業
が
な
く
な
り
︑
楽
に
な

っ
た
﹄
と
の
声
も
あ
が
っ
て
い

ま
す
﹂（
同
）

　

本
社
倉
庫
に
は
現
在
２
基

の
大
型
自
動
移
動
棚
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
︑
同
社
で
は

２
基
目
の
設
置
に
際
し
て
︑

鳥
取
県
の
﹁
物
価
高
騰
を
乗

り
越
え
る
物
流
効
率
化
対
策

事
業
補
助
金
﹂（
募
集
は
既

に
終
了
）
を
活
用
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
同
運
動
に
賛
同

し
て
い
る
鳥
取
県
内
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
や
荷
主
企

業
を
対
象
に
︑
物
流
の
効
率

化
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
や
︑

荷
主
企
業
と
運
送
事
業
者
の

協
同
に
よ
る
物
流
改
善
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
の

も
の
で
︑
補
助
を
受
け
る
際

に
は
同
運
動
へ
の
賛
同
が
求

め
ら
れ
る
︒

　
﹁
１
基
目
の
大
型
自
動
移

動
棚
導
入
の
際
に
は
︑﹃
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹄
に
関
す
る
県
の

補
助
制
度
が
ま
だ
な
か
っ
た

た
め
︑
全
額
自
社
負
担
で
導

入
し
ま
し
た
︒
２
基
目
を
導

入
す
る
に
あ
た
り
︑
鳥
取
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
県
庁
の
担

当
部
署
か
ら
同
補
助
金
に
関

す
る
案
内
を
い
た
だ
い
た
こ

と
も
あ
り
︑
同
補
助
金
の
活

用
を
決
め
ま
し
た
︒
大
型
移

動
棚
を
設
置
し
た
こ
と
で
︑

保
管
場
所
の
集
約
に
よ
る
荷

役
作
業
の
合
理
化
や
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
な
ど
︑

大
き
な
成
果
が
出
て
い
ま
す
︒

﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄
に
よ

る
物
流
危
機
を
踏
ま
え
︑
物

流
効
率
化
に
向
け
た
国
や
自

治
体
に
よ
る
様
々
な
補
助
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
か
ら
情

報
収
集
し
︑
物
流
効
率
化
に

繋
が
る
機
器
の
導
入
の
た
め

に
補
助
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
い
の
で
は

た
な
﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄
に

つ
い
て
も
︑
当
社
で
は
荷
主

企
業
へ
の
説
明
を
進
め
て
お

り
︑
今
後
も
荷
主
企
業
と
の

交
渉
を
進
め
︑
適
正
運
賃
・

料
金
収
受
の
実
現
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
椎
名
社
長
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
︑
生
産

性
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
︑
自
社
で
保
管
・
加
工
を

受
託
し
て
い
る
荷
物
の
パ
レ

ッ
ト
化
も
進
め
て
い
る
︒
そ

の
た
め
に
︑
輸
送
・
荷
役
・

保
管
時
の
荷
崩
れ
を
防
ぐ
た

め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
包
装
を
自
動
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
﹁
ス
ト
レ
ッ
チ

包
装
機
﹂
を
導
入
し
た
︒

　

荷
役
作
業
の
パ
レ
ッ
ト
化

を
進
め
る
と
と
も
に
︑
ス
ト

レ
ッ
チ
包
装
機
を
導
入
し
た

こ
と
で
︑
作
業
効
率
向
上
と

と
も
に
︑
作
業
者
の
腰
痛
負

担
軽
減
に
繋
が
っ
た
︒

り
組
む
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
椎
名
社
長
は
︑
令
和
２
年

に
﹁
持
続
可
能
な
物
流
の
実

現
に
向
け
た
自
主
行
動
宣

言
﹂
を
策
定
し
︑
同
運
動
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
公
開
し
た
︒

　

同
社
と
取
引
の
あ
る
荷
主

企
業
の
中
に
は
大
手
企
業
が

多
い
こ
と
も
あ
り
︑
荷
主
企

業
側
で
も
同
運
動
に
対
す
る

認
識
が
あ
っ
た
と
い
う
︒
し

か
し
︑
荷
主
企
業
側
も
具
体

的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
を

模
索
し
て
い
た
な
か
︑
同
社

で
は
荷
主
企
業
の
物
流
担
当

者
に
対
し
て
︑
物
流
の
効
率

化
に
向
け
積
極
的
に
提
案
を

進
め
て
い
っ
た
︒

の
値
上
げ
や
料
金
の
負
担
に

応
じ
て
い
た
だ
け
る
荷
主
企

業
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
ま

す
︒
３
月
に
告
示
さ
れ
た
新

　

同
社
で
は
︑
倉
庫
作
業
の

効
率
化
を
図
る
た
め
︑
本
社

倉
庫
に
新
た
に
大
型
自
動
移

動
棚
を
導
入
し
て
い
る
︒

　

本
社
倉
庫
で
は
以
前
︑
固

定
棚
を
設
置
し
︑
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
に
よ
る
倉
庫
作
業
を

行
っ
て
い
た
︒
固
定
棚
の
場

合
︑
棚
ご
と
に
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
の
作
業
用
通
路
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
︑保
管
効
率
が
低
か
っ
た
︒

そ
の
た
め
︑
本
社
倉
庫
の
ほ

か
に
米
子
市
内
に
複
数
の
倉

庫
を
保
有
し
︑
荷
物
を
分
散

し
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
各
倉
庫

を
回
っ
て
荷
物
を
積
載
し
て

か
ら
運
行
に
出
る
と
い
う
非

効
率
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
︒

　

同
社
で
導
入
し
た
大
型
自

動
移
動
棚
は
︑
棚
自
体
が
動

く
こ
と
で
︑
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
の
作
業
用
通
路
が
１
列
で

済
む
た
め
︑
こ
れ
ま
で
の
固

定
棚
に
比
べ
て
保
管
効
率
が

３
倍
に
向
上
︒
荷
物
の
保
管

場
所
を
本
社
倉
庫
に
集
約
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
︑

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ

荷
役
作
業
削
減
を
図
り
設
備
投
資
を
実
施

料
金
が
収
受
で
き
る
よ
う
荷
主
企
業
と
交
渉
進
め
る

企業プロフィール
社名	 マルコウ運輸㈱
本社所在地	 鳥取県米子市高島266-10
代表者	 代表取締役社長　椎名　恵
設　立	 昭和39年6月
資本金	 1,000万円
従業員数	 90人（うちドライバー40人）
車両数	 50台

　

政
府
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

荷
主
企
業
が
相
互
に
協
力
し
て
、
物
流

を
改
善
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
﹂

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
で
は
、
会
員
事
業
者
に
よ
る

﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進
運
動
﹂
の

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
マ
ル
コ
ウ
運
輸
㈱
︵
鳥
取
県

米
子
市
︶
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
。

第
５
回　

マ
ル
コ
ウ
運
輸
株
式
会
社
（
鳥
取
県
米
子
市
）

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
特
集

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し
て

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
を
通
じ
て

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
を
通
じ
て

「
運
送
事
業
者
と
荷
主
企
業
と
の
相
互
理
解
」
を
深
化

「
運
送
事
業
者
と
荷
主
企
業
と
の
相
互
理
解
」
を
深
化

な
い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
全
車

に
ク
ラ
ウ
ド
型
デ
ジ
タ
ル
タ

コ
グ
ラ
フ
（
デ
ジ
タ
コ
）
を

導
入
し
︑
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
車

両
の
動
態
管
理
を
行
う
ほ

か
︑
デ
ジ
タ
コ
で
取
得
し
た

デ
ー
タ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

務
管
理
に
も
活
用
す
る
な

ど
︑
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に

関
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て

い
る
︒

　
﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
︑
労
働
時
間
や
走
行

距
離
な
ど
運
送
に
お
け
る
重

要
指
標
の
管
理
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
︒
荷
主
企
業
と

と
も
に
物
流
効
率
化
や
生
産

性
向
上
を
進
め
て
い
く
に
あ

た
っ
て
は
︑
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し

て
重
要
指
標
を
し
っ
か
り
と

把
握
す
る
と
と
も
に
︑
必
要

に
応
じ
て
荷
主
企
業
に
デ
ー

タ
を
示
し
︑
荷
主
企
業
の
理

解
と
協
力
を
仰
い
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
﹂（
同
）

　

最
後
に
︑
持
続
可
能
な
物

流
の
実
現
に
向
け
た
︑
同
社

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
︑
椎
名
社
長
に
伺
っ
た
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
の
改
善
や
︑
荷
役
作
業

の
負
担
軽
減
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
︑
運
送
事
業
者
と

荷
主
企
業
が
相
互
理
解
と
と

も
に
連
携
し
て
︑
物
流
効
率

化
や
生
産
性
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
拡
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
︒
物
流
を
持
続
可

能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め

に
︑
当
社
で
は
今
後
も
荷
主

企
業
に
対
し
て
積
極
的
に
提

案
を
行
い
︑
荷
主
企
業
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
︑﹃
ホ

ワ
イ
ト
物
流
﹄
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
マ
ル
コ
ウ
運

輸
㈱　

椎
名　

恵　

代
表
取

締
役
社
長

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
賛
同
事
業
者
へ
の
補
助
を
活
用

保
管
効
率
の
高
い
大
型
自
動
移
動
棚
を
新
た
に
導
入

持
続
可
能
な
物
流
に
向
け
「
行
動
宣
言
」
策
定

荷
主
企
業
に
対
し
て
物
流
効
率
化
を
提
案

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
作
業
用
通
路
が

１
列
で
済
む
た
め
、固
定
棚
よ
り
も
倉

庫
の
保
管
効
率
が
上
が
っ
た

倉庫作業の効率化を図るため、本社倉庫に
大型自動移動棚を２基導入した

同社では自動車部品や建設資材の輸送・保管・加工を行っている

椎名恵代表取締役社長。バックには中国地方最
高峰の大山が見える（同社本社）

同社では、「ストレッチ包装機」を新たに導入
㊤。荷崩れを防ぐためのストレッチフィルムによ
る包装を自動で行うことができる㊦

表　自主行動宣言：同社の取り組み項目・内容
取り組み項目 取り組み内容

物流の改善提案と
協力

荷主や物流事業者から、荷待ち時間や運転
者の手作業での荷下ろしの削減、附帯作業
の合理化等について要請があった場合は、
真摯に協議に応じるとともに、自らも積極
的に提案します。

パレット等の活用 パレット、通い箱等を活用し、荷役時間を
削減します。

集荷先や配送先の
集約

トラック運転者の拘束時間を短縮するた
め、荷主から集荷先、配送先の集約につい
て相談があった場合は、真摯に協議し、提
案します。

出荷に合わせた
生産・荷造り等

出荷時の順序や荷姿を想定した生産・荷造
りを行い、荷待ち時間を短縮します。

荷主側の施設面の
改善

倉庫等の集約、増設、レイアウト変更、棚
の設置等を行い、荷待ち時間や荷役時間を
短縮します。

運送契約の書面化の
推進 運送契約の書面化を推進します。
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広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
丸
成
洋
会
長
）
青
年
部

協
議
会
で
は
令
和
４
年
度
か

ら
︑
広
島
県
内
の
学
校
に
通

う
高
校
生
以
上
の
学
生
（
高

等
学
校
︑
専
門
学
校
お
よ
び

高
等
専
門
学
校
︑短
期
大
学
︑

大
学
︑
大
学
院
）
を
対
象
に

し
た
﹁
と
ら
ビ
ズ
！
広
島
ト

ラ
ッ
ク
業
界
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
﹂を
開
催
し
て
い
る
︒

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
こ
れ

ら
の
学
生
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
魅
力
の
発
信
や
課
題

解
決
な
ど
業
界
に
関
連
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募
集
し
︑

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
大
の

特
長
は
︑
エ
ン
ト
リ
ー
前
に

行
う
﹁
業
界
研
究
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
﹂
を
通
じ
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
魅
力
を

能
動
的
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
機
会
を
学
生
に
提
供
す

る
こ
と
で
あ
る
︒

審
査
に
よ
り
競
う
も
の
︒
学

生
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
開
催
を
通
じ
て
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
面
白
さ
や

今
後
の
可
能
性
を
伝
え
︑
広

く
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
将
来
を
担
う
人
材
の
確
保

・
育
成
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
︒

青
年
部
協
議
会
で
は
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
真
の
姿

を
知
っ
て
も
ら
い
︑
将
来
の

就
職
先
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
考
え
て
も
ら
う
﹂

こ
と
を
目
指
し
︑
同
協
会
の

女
性
活
躍
促
進
検
討
部
会
と

連
携
し
て
同
コ
ン
テ
ス
ト
の

開
催
に
踏
み
切
っ
た
︒

　

令
和
５
年
度
（
第
２
回
）

の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
図

１
の
通
り
で
あ
る
︒

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
︑
広

島
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
後

援
を
得
て
︑
県
内
す
べ
て
の

高
等
学
校
や
大
学
な
ど
に
開

催
案
内
を
郵
送
し
た
ほ
か
︑

同
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
設
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
な

ど
︑
学
生
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
を

会
の
多
い
﹁
宅
配
便
﹂
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
学
生
も
多
い
と

い
う
︒

　

令
和
４
年
度
の
第
１
回
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
県
内
か
ら

﹁
業
界
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
﹂
に
参
加
し
た
上
で
︑

８
組
14
人
の
学
生
が
﹁
プ
レ

ゼ
ン
審
査
会
﹂
に
エ
ン
ト
リ

ー
︒
ま
た
︑
５
年
度
の
第
２

回
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
５
大
学

と
５
高
校
・
高
専
か
ら
32
人

の
学
生
が
﹁
業
界
研
究
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
﹂
に
参
加
し
︑

11
組
20
人
が
﹁
プ
レ
ゼ
ン
審

査
会
﹂
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

い
る
︒

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
面
白
い
﹂︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
大

変
だ
﹂
と
い
う
立
場
か
ら
議

論
を
戦
わ
せ
る
︒
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
は
青
年
部
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
て
お

り
︑
青
年
部
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
は
学
生
に
対
し
て
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
は
こ
う

し
た
魅
力
が
あ
る
﹂な
ど
と
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
さ

せ
︑
業
界
に
対
し
て
正
し
い

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒

　
﹁
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で

得
て
き
た
様
々
な
情
報
を
通

じ
て
︑
学
生
た
ち
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
対
す
る
何
ら

か
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま

す
︒
そ
う
し
た
情
報
の
多
く

が
︑
業
界
で
働
く
者
か
ら
見

る
と
偏
っ
た
情
報
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
︒
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
学
生
に

業
界
の
真
の
姿
を
知
っ
て
も

ら
い
︑
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー

ジ
を
払
し
ょ
く
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
﹂（
西

尾
会
長
）

青
年
部
協
議
会
と
女
性
活
躍

促
進
検
討
部
会
か
ら
選
ば
れ

た
審
査
員
に
よ
る
﹁
プ
レ
ゼ

ン
審
査
会
﹂
で
の
審
査
と
︑

同
ま
つ
り
の
来
場
者
に
よ
る

﹁
一
般
投
票
﹂
で
行
い
︑
総

合
点
１
位
の
学
生
に
は
最
優

秀
賞
（
賞
金
20
万
円
）
が
授

与
さ
れ
た
ほ
か
︑
審
査
員
審

査
上
位
の
学
生
に
は
審
査
員

特
別
賞
（
同
10
万
円
）︑
一

般
投
票
上
位
の
学
生
に
は
ト

ラ
ッ
ク
ま
つ
り
来
場
者
賞（
同

10
万
円
）
な
ど
が
授
与
さ
れ

た
︒
第
２
回
コ
ン
テ
ス
ト
の

最
優
秀
賞
は
︑
中
村
早
希
さ

ん
（
安
田
女
子
大
学
）
が
受

賞
し
た
︵
図
３
︶︒

　
﹁
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た

中
村
さ
ん
は
︑
広
島
県
ト
協

の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作

充
実
︒
多
く
の
学
生
に
対
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
取
り

組
み
や
課
題
を
直
接
伝
え
︑

コ
ン
テ
ス
ト
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ

た
︒

　

学
生
の
中
に
は
︑
業
界
に

対
し
て﹁
労
働
時
間
が
長
い
﹂︑

﹁
肉
体
労
働
が
多
い
﹂
と
い

っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る

人
も
少
な
く
な
い
︒
ま
た
︑

日
常
生
活
の
中
で
接
す
る
機

　

前
述
の
よ
う
に
︑
学
生
た

ち
に
能
動
的
に
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
仕
掛
け
と
な
っ

て
い
る
の
が
エ
ン
ト
リ
ー
前

に
行
う
﹁
業
界
研
究
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
﹂
で
あ
る
︒

　

５
年
度
の
第
２
回
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
︑
夏
休
み
期
間
の

５
年
８
月
８
日
~
10
日
に
か

け
て
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
開
催
し
た
︒
同
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
具
体
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
内
容
は
︑
図
２
の

通
り
で
あ
る
︒

　

初
日
の
﹁
物
流
業
界
の
人

材
不
足
解
消
の
取
り
組
み
﹂

で
は
︑
参
加
し
た
学
生
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ

た
︒
ま
ず
学
生
を
グ
ル
ー
プ

分
け
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
﹁
ト

学
生
が
ま
だ
知
ら
な
い
業
界

の
情
報
を
提
供
し
て
い
き
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
面

白
い
﹂
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
説
明
し
て
い
く
︒
最
終

的
に
︑
学
生
が
も
っ
て
い
る

　

同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
た
学
生
は
︑
与
え
ら

れ
た
テ
ー
マ
に
対
す
る
自
ら

の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
プ

レ
ゼ
ン
発
表
す
る
た
め
の﹁
プ

レ
ゼ
ン
審
査
会
﹂
に
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
︒
４
年
度
の
第
１

回
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
イ
デ
ア
﹂
を
︑
ま
た
５
年

度
の
第
２
回
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
人

材
不
足
を
解
決
す
る
ア
イ
デ

ア
﹂
を
テ
ー
マ
に
設
定
︒
青

年
部
協
議
会
と
女
性
活
躍
促

進
検
討
部
会
の
メ
ン
バ
ー
７

人
に
よ
る
審
査
員
を
前
に
︑

学
生
は
１
組
ず
つ
15
分
以
内

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
︒

　

第
２
回
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら

は
︑
よ
り
多
く
の
人
に
学
生

が
考
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ

ア
を
公
開
し
︑
業
界
の
Ｐ
Ｒ

に
役
立
て
た
い
と
い
う
考
え

か
ら
︑
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
﹁
ひ
ろ
し

ま
ト
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
﹂
の
会

場
内
に
エ
ン
ト
リ
ー
者
ご
と

に
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
ま

と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
︑
同
ま
つ
り
の
来
場
者
が

審
査
・
投
票
を
実
施
︒
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
１
０
０

成
し
︑
多
く
の
人
が
固
定
観

念
を
も
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
脱
却

す
る
た
め
の
提
案
を
し
て
く

れ
ま
し
た
︒
彼
女
が
生
み
出

し
た
８
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
ア
ラ
ト
ラ
山
の
仲
間
た

ち
）
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
考
え
か
ら
︑
名
前
に

ト
ラ
ッ
ク
に
関
係
す
る
要
素

を
さ
り
げ
な
く
取
り
入
れ
て

親
し
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
特
別
賞
の
中
に

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
車
体
に
絵

を
描
い
て
求
人
募
集
す
る
と

い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し

た
︒
私
が
社
長
を
務
め
て
い

る
中
国
陸
運
㈱
で
は
︑
学
生

た
ち
の
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア

を
活
か
し
︑
自
社
の
ト
ラ
ッ

ク
に
中
村
さ
ん
が
提
案
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
き
︑
求

人
募
集
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
た
︒
学
生
が
生
み
出
し
た

様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア

を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
︑

業
界
に
対
し
て
よ
り
親
近
感

が
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
︒
今
後
︑
青
年

部
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
会

社
で
も
取
り
入
れ
て
い
け
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
多
く

の
人
た
ち
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
取
り
組
み
や
課
題
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
場
と
な

っ
た
︒

　

西
尾
会
長
は
︑
今
後
も
同

コ
ン
テ
ス
ト
を
継
続
し
て
い

き
︑
学
生
や
一
般
の
人
た
ち

に
対
し
て
業
界
の
役
割
や
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
︒

　
﹁
こ
れ
ま
で
同
コ
ン
テ
ス
ト

を
２
回
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
︑
広
島
市
周
辺
部
の
学
校

か
ら
の
参
加
が
多
く
︑
周
辺

部
以
外
か
ら
の
参
加
が
少
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
︒
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
参
加
を
可
能
と

し
︑
県
内
全
域
か
ら
参
加
し

て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
展
開
す
る
こ
と

で
︑
青
年
部
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
だ
け
で
は
な
く
︑
多
く

の
会
員
事
業
者
の
方
々
も
運

営
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
︒
今
後
も
︑

よ
り
オ
ー
プ
ン
な
形
で
事
業

を
展
開
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
﹂（
同
）

図２　「業界研究インターンシップ」の実施内容（3日間）
①�物流業界の人材不足解消の取り組み

（8 月 8 日　13:00 ～ 16:00）
　実際に事業を行っているトラック運送事業者から、トラッ
ク運送業界ですでに行っている取り組みや実態を知ることの
できる意見交流のワークショップを実施。また、企業や業界
で行っている具体的な事例を 4 人のパネラーから発表。

②アイデア発想方法� （8 月 9 日　13:00 ～ 15:00）
　ビジネスアイデアを考えるための「アイデア発想法」を学
び、実際のトラック運送業界における女性活躍推進について、
学生とトラック運送事業者でアイデアを発想していく。

③�企画書の作り方、プレゼンテーションの方法
（8 月 10 日　13:00 ～ 15:00）

　アイデアを企画書にまとめるためのプレゼン資料の作り方
や、プレゼン審査会に向けたプレゼンテーション方法を学ぶ。

④その他
　ビジネスコンテストエントリーに関する説明会も同時開催。

図１　令和５年度第２回コンテスト
　　　全体スケジュール
７月 21 日㈮
　　業界研究インターンシップ申込締め切り
　　　　　▼
8 月 8 日㈫～ 10 日㈭
　　業界研究インターンシップ
　　　　　▼
8 月 31 日㈭
　　エントリー受付締め切り
　　　　　▼
9 月上旬
　　書類審査会
　　　　　▼
9 月 23 日㈯・24 日㈰（2 日間）
　　プレゼン審査会（非公開）
　　　　　▼
10 月 8 日㈰
　　�「ひろしまトラックまつり」で一般投票

＆授賞式

西尾　義輝
青年部協議会会長

人
以
上
が
投
票
を
行
い
︑
多

く
の
来
場
者
に
と
っ
て
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
課
題
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
︒

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
は
︑

金 賞

広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
協
議
会

　
「
と
ら
ビ
ズ
！
広
島
ト
ラ
ッ
ク
業
界

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催
を
通
じ
て

「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催
を
通
じ
て

業
界
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
に
繋
げ
る

業
界
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
に
繋
げ
る

県
内
の
全
高
校
・
大
学
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
を
実
施

県
内
の
全
高
校
・
大
学
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
を
実
施

多
く
の
学
生
に
業
界
の
取
り
組
み
を
伝
え
る

多
く
の
学
生
に
業
界
の
取
り
組
み
を
伝
え
る

「
業
界
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
通
じ
て

「
業
界
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
通
じ
て

業
界
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
得
て
も
ら
う

業
界
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
得
て
も
ら
う

第
２
回
か
ら
は
「
一
般
投
票
」
を
実
施

第
２
回
か
ら
は
「
一
般
投
票
」
を
実
施

学
生
や
一
般
に
業
界
の
魅
力
を
浸
透
さ
せ
る

学
生
や
一
般
に
業
界
の
魅
力
を
浸
透
さ
せ
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年
組
織
に
所
属
す

る
経
営
者
等
を
対
象
と
し
た
﹁
青
年
経
営

者
等
に
よ
る
先
進
的
な
事
業
取
組
に
対
す

る
顕
彰
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

令
和
５
年
度
は
︑
金
賞
に
広
島
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
青
年
部
協
議
会
（
西
尾
義
輝
会

長
）
が
実
施
し
た
﹁
と
ら
ビ
ズ
！
広
島
ト

ラ
ッ
ク
業
界
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
が

選
ば
れ
た
︒

「業界研究インターンシップ」では、青年部協議
会のメンバーを交え、事業者の取り組みなどにつ
いて研究した

同コンテストを通じ、参加した学生だけでなく多くの人々がトラッ
ク運送業界への理解を深めた

「ポスターセッション」では、「ひろしまトラックまつり」に来場し
た多くの人々が審査・投票を行った

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
発
表

す
る
﹁
プ
レ
ゼ
ン
審
査
会
﹂︵
写
真
は

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
中
村
早
希
さ

ん
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
︶

全ト協青年部会

令和５年度
先進的な事業取組
顕彰事例紹介

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
つ
い
て
学
生
が
研
究
・
発
表

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
つ
い
て
学
生
が
研
究
・
発
表

業
界
の
課
題
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

業
界
の
課
題
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

図３　第 2回コンテスト最優秀賞受賞プラン

「第 1話～キャラクターの誕生～」
提案学生：中村早希（安田女子大学 4年）

　人材不足を考えていく上で、「トラック業界に親し
みやすさを持たせたい、何なら親しみやすくなるだ
ろう」と考えるようになった。
　すぐに浮かんできたのが、幼い時に好きだったキャ
ラクターだった。そこで、広島県トラック協会にま
だいないキャラクターを制作し、その公式キャラク
ターを最大限に活用するプロモーションを仕掛け、
子ども世代から親世代のトラックドライバーという
職業に対するイメージアップからトラック運送業界
の認知度向上、新たな人材確保まで一気通貫で行う
プランを提供する。



（10）第2238号（第3種郵便物認可）令和6年（2024年）5月1日

安全対策事業
▪安全装置等導入促進助成事業
〈助成対象装置〉
次に掲げる安全装置
①�後方視野確認支援装置（常時、後方視野が確保できるもの）
②�側方視野確認支援装置（車両総重量7.5トン以上の事業用トラックの左側

にサイドビューカメラ［左折方向指示器と連動して視野が確保できるも
の］を装着した場合に限る）

③�側方衝突監視警報装置（車両総重量7.5トン以上［トラクタの場合は第5
輪荷重8.5トン以上］の事業用トラックに側方衝突監視警報装置※を装着
した場合に限る）

　※�左折時に歩行者や自転車との衝突の危険性を電子的に判断し、衝突の
危険性が生じた場合に警告音および警告灯にて運転者に知らせるもの

④�呼気吹込み式アルコールインターロック（国土交通省の技術指針に適合
している必要あり）

⑤�IT機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型アルコール検知器
（Ｇマーク認定事業所が導入するもので、被測定者の意思によらず自動
的に測定結果を端末［営業所設置］に送信できるものに限る）

⑥�大型車用トルク・レンチ（車両総重量8トン以上の事業用トラックを管理
する事業所において「600N・m」以上の締め付け能力を有する自立型ト
ルク・レンチ、トルクセッター型インパクトレンチを含む）

〈助成額〉
①②④⑤は、対象装置ごとに機器取得価格の２分の１（上限２万円）
後方視野確認支援装置および側方視野確認支援装置を同時に導入した場合
は、各々の装置が対象となり、機器取得価格総額の２分の１（上限4万円）
③は、車両1台につき、取得価格の２分の１（上限10万円）
⑥は、1事業所1台、取得価格の２分の１（上限３万円）
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成金を交付

しない

▪ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
〈助成対象研修〉
ドライバー等に対する安全教育訓練で、全ト協が指定する研修

〈助成額〉
・�特別研修（２泊３日）：�受講料の７割を助成（Ｇマーク認定事業所の場合

は全額助成）
・一般研修（１泊２日）：１万円

〈助成対象研修施設〉
▽�特定研修施設

・中部トラック総合研修センター
・埼玉県トラック総合教育センター

▽�指定研修施設
・総合交通教育センタードライビングアカデミー北海道
・総合交通教育センタードライビングアカデミー弘前
・総合交通教育センタードライビングアカデミー宮城
・総合交通教育センタードライビングアカデミー南湖
・自動車安全運転センター安全運転中央研修所
・総合交通教育センタードライビングアカデミー茨城
・総合交通教育センタードライビングアカデミー栃木
・総合交通教育センタードライビングアカデミーぐんま
・総合交通教育センタードライビングアカデミー千葉
・総合交通教育センタードライビングアカデミー小田原
・新潟自動車学校
・総合交通教育センタードライビングアカデミー大原
・クレフィール湖東交通安全研修所
・総合交通教育センタードライビングアカデミーABOSHI
・総合交通教育センタードライビングアカデミーテクノ
・総合交通教育センタードライビングアカデミーONGA
・総合交通教育センタードライビングアカデミー佐賀
・総合交通教育センタードライビングアカデミーMIYUKI

▪中小企業大学校講座受講促進助成制度
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業者※の経営者、後継者および管理者

〈助成額〉
受講料の３分の１（その他都道府県ト協より助成される場合もあり）

〈助成対象校〉
（独）中小企業基盤整備機構が運営する中小企業大学校（旭川校、仙台校、
三条校、東京校、瀬戸校、関西校、広島校、九州校、人吉校、金沢キャンパ
ス、四国キャンパス、Web校）

〈助成対象講座〉
①�トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
②�実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
③�管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
④�女性リーダーの能力開発等に関する講座
⑤�情報化、システム構築に関する講座
⑥その他物流事業に関する講座

▪自家用燃料供給施設整備支援助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員事業者・トラック運送事業協同組合・トラック運送事業
協同組合連合会による軽油供給施設の新設・増設または増設を伴う代替

〈助成額〉
・�軽油タンクの新設（設置１か所分のみ）：100万円
・�軽油タンクの増設、増設を伴う代替：30万円

▪インターンシップ導入促進支援事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業者※

〈助成対象事業等〉
会員事業者が、全ト協の開設したインターンシップ受入事業者サイトに登
録後、高等学校以上の教育機関からの依頼により学生をインターンシップ
で受け入れた場合に、次の要件に適合するものに助成する（都道府県ト協
ごとの１事業者当たりの申請は１回に限る）
⑴ 受け入れ期間が３日間以上であること
⑵ �トラック運送事業の理解を深めることを目的としたプログラムであり、

次の内容を含むものであること
①�点呼や日常点検等安全運行に向けた取り組みの見学等
②�乗務体験（学校側からの要請または社内規定で乗務体験を含まない場

合を除く）
⑶ �プログラムの内容が別に定める要件を満たすものであること（上記二次
元コードより交付要綱参照）

〈助成額〉
受け入れ期間＝３日間：９万円、４日間：11万円、５日間以上：13万円

※�ただし、上記受け入れ期間は同一学生に対する受け入れ期間とし、受け入
れ人数にかかわらず上記の助成額とする

▪自動点呼機器導入促進助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協の会員事業者で中小事業者※

〈助成対象事業等〉
国交省が認定した自動点呼機器で、事業者が国交省に業務後自動点呼の実
施に係る届出をした場合

〈助成額〉
対象となる自動点呼機器の導入費用（上限10万円、Gマーク事業者は2台上
限20万円）

▪「働きやすい職場認証制度」認証取得費助成事業
〈助成対象〉
会員事業者が負担した、「働きやすい職場認証制度」の認証取得にかかる
次の費用の一部

〈助成額〉
⑴ �新規認証取得（上位認証取得を含む）にかかる審査料・登録料（上限：

3万円）
⑵ 同位認証継続にかかる審査料・登録料（上限：2万円）
⑶ 三つ星の新規認証取得にかかる審査料・登録料（上限：5万円）

※�中小事業者：中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第2条第1項第1号に掲げる資本
金3億円以下または従業員数300人以下の中小企業者

▪�トラック運転者の「睡眠時無呼吸症候群（SAS）」スクリーニ
ング検査助成制度

〈助成対象〉
指定検査・医療機関が実施するSASスクリーニング検査のうち、健康保険
適用外である第1次検査および第2次検査

〈助成額〉
①第1次検査費用の半額（上限500円／人）
②�第2次検査費用の半額（上限2,000円／人）
③�第1次検査および第２次検査を同時に実施し

ている場合は、合計費用の半額（上限2,500
円／人）

〈指定検査・医療機関〉
（NPO）睡眠健康研究所、（NPO）ヘルスケアネットワーク、（一財）運
輸・交通SAS対策支援センター、各都道府県ト協指定検査・医療機関

▪�血圧計導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
管理医療機器かつ特定保守管理医療機器である全自動血圧計（業務用）

〈助成額〉
機器取得費用の２分の１（上限5万円）
※�中小企業者※に限る。
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成金を交付

しない

環境対策事業
▪環境対応車導入促進助成事業
〈助成対象車両と助成金交付額〉
車両総重量2.5トン超の下記の車両のうち、令和６年４月１日（月）から令
和７年３月14日（金）の間に新車新規登録が完了する車両

▪アイドリングストップ支援機器導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
トラックドライバーが休憩、荷待ち等におけるエンジン停止時に相当時間連
続して使用可能な車載用冷暖房機器で、次に掲げるもの
①エアヒータ
②車載バッテリー式冷房装置

〈助成額〉
機器取得価格の２分の１以内（上限６万円）
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成金を交付

しない

経営改善事業
▪若年ドライバー確保のための運転免許取得支援助成事業
〈助成対象〉
以下の教習または準中型免許取得のために指定自動車教習所等でかかる費
用（事業者が負担した場合に限る）
⑴特例教習の講習
⑵準中型免許の取得のうち

①�準中型免許の新規取得
②５トン限定準中型免許の限定解除

〈助成額〉
助成額、条件、申請方法等の詳細については、所属の都道府県ト協にお問
い合わせください

側方衝突監視警報装置Aピラー内側

　全日本トラック協会は、令和６年度も都道府県トラック協会を通　全日本トラック協会は、令和６年度も都道府県トラック協会を通
じて各種助成事業を実施する。じて各種助成事業を実施する。実施期間や申し込み等詳細に関す実施期間や申し込み等詳細に関す
るお問い合わせは、所属する都道府県ト協まで。るお問い合わせは、所属する都道府県ト協まで。

助成対象車両 助成金交付額（定額）

天然ガス自動車

内燃機関の燃料として可燃性ガスを用
いる自動車で、当該自動車に係る自動
車検査証記録事項の燃料欄に当該自動
車の燃料が LNG もしくは CNG と記載
されているもの

車両総重量 12 トン超 100 万円

最大積載量 4 トン以上 45.9 万円

最大積載量 4 トン未満 12.2 万円

ハイブリッド自動車

内燃機関を有する自動車で併せて電気
または蓄圧器に蓄えられた圧力を動力
源として用いるものであり、かつ、当
該自動車に係る自動車検査証記録事項
の備考欄に当該自動車がハイブリッド
車と記載されているもの

車両総重量 12 トン超 60 万円

最大積載量 4 トン以上 33.5 万円

最大積載量 4 トン未満 9.7 万円

電気自動車

※中小企業者のみ

搭載された電池によって駆動される電
動機を原動機とする自動車で、当該自
動車に係る自動車検査証記録事項の燃
料欄に当該自動車の燃料が電気と記載
されているもの

車両総重量 2.5 トン超 30 万円

燃料電池自動車

※中小企業者のみ

圧縮水素または液体水素を燃料とし、
燃料電池スタックおよび電動機を備え
たもので、当該自動車に係る自動車検
査記録事項の燃料欄に当該自動車の燃
料が燃料電池自動車と記載されている
もの

最大積載量 4 トン未満 30 万円

写真㊤：�
車載バッテリー式冷房装置

写真㊦：
エアヒータ

令和６年度令和６年度  全ト協の主な助成制度のご案内全ト協の主な助成制度のご案内ご活用ください

全ト協助成制度ページ
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︻
解
説
︼
労
働
者
の
健
康
管
理
は
︑
事

業
者
の
重
要
な
責
務
の
一
つ
と
い
え
ま

す
︒
特
に
健
康
診
断
は
︑
単
に
労
働
者

　

弊
社
で
は
、
春
季
健
康
診
断
と
し

て
５
月
中
に
定
期
健
康
診
断
を
実
施

す
る
予
定
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

労
働
者
Ａ
が
６
月
い
っ
ぱ
い
で
退
職
す

る
と
い
っ
て
き
て
お
り
、
会
社
と
し
て

は
経
営
環
境
が
厳
し
い
折
か
ら
、
経

費
削
減
の
た
め
Ａ
を
実
施
対
象
か
ら

外
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
た
だ
、
本
人
が
ど
う
し
て

も
受
診
し
た
い
場
合
に
は
、
実
費
を

負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
を
と
る

こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
一
方

で
、
労
働
者
の
な
か
に
は
、
仕
事
が

忙
し
い
か
ら
と
い
っ
て
受
診
を
渋
る
者

が
い
て
い
つ
も
困
っ
て
い
ま
す
。
そ
も

そ
も
労
働
者
に
受
診
す
べ
き
法
的
義

務
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 第284回 

健康診断は退職予
定者にも実施しな
ければならないか

個
人
の
健
康
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
︑

事
業
者
が
労
働
者
を
現
在
の
業
務
に

そ
の
ま
ま
従
事
さ
せ
て
よ
い
か
ど
う
か
︑

健
康
上
の
観
点
か
ら
判
断
す
る
た
め
に

も
必
要
な
も
の
で
あ
り
︑
事
業
者
の
負

担
で
必
ず
受
診
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
︒

　

こ
の
点
を
労
働
安
全
衛
生
法
（
安

衛
法
）
で
は
﹁
事
業
者
は
︑
労
働
者

に
対
し
︑
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
︑
医
師
に
よ
る
健
康
診
断

（
略
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

（
第
66
条
第
１
項
）
と
明
確
に
定
め
て

お
り
︑
違
反
す
れ
ば
50
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
（
第
１
２
０
条

第
１
号
）︒
そ
し
て
︑
定
期
健
康
診
断

に
つ
い
て
は
︑労
働
安
全
衛
生
規
則
（
安

衛
則
）
で
﹁
事
業
者
は
︑
常
時
使
用

す
る
労
働
者
（
略
）
に
対
し
︑
１
年

以
内
ご
と
に
１
回
︑
定
期
に
︑
次
の
項

目
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
し
て
︑

①
既
往
歴
及
び
業
務
歴
の
調
査
︑
②

自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
有
無
の

検
査
︑
③
身
長
︑
体
重
︑
腹
囲
︑
視

力
及
び
聴
力
の
検
査
︑
④
胸
部
エ
ッ
ク

ス
線
検
査
及
び
喀か

く
た
ん痰
検
査
︑
⑤
血
圧

の
測
定
︑
⑥
貧
血
検
査
︑
⑦
肝
機
能

検
査
︑
⑧
血
中
脂
質
検
査
︑
⑨
血
糖

検
査
︑
⑩
尿
検
査
︑
⑪
心
電
図
検
査

︱
︱
の
11
の
検
査
項
目
を
挙
げ
て
い
ま

す
（
第
44
条
第
１
項
）︒

　

そ
こ
で
︑
以
上
を
踏
ま
え
て
ご
質
問

の
退
職
予
定
者
を
実
施
対
象
か
ら
外

せ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
ま
す
︒

安
衛
則
に
よ
れ
ば
︑
健
康
診
断
の
実

施
対
象
者
は﹁
常
時
使
用
す
る
労
働
者
﹂

で
す
︒
条
文
で
は
そ
れ
以
上
の
こ
と
は

何
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
そ
う
し
ま

す
と
︑
貴
社
の
Ａ
さ
ん
は
退
職
予
定

者
で
あ
と
１
~
２
か
月
足
ら
ず
し
か
在

職
し
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑
ま

だ
退
職
し
て
い
な
い
以
上
は
﹁
常
時
使

用
す
る
労
働
者
﹂
の
範
囲
に
含
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
結
論
は

Ａ
さ
ん
を
健
康
診
断
の
実
施
対
象
か

ら
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
︒

　

費
用
に
つ
い
て
も
︑
も
う
す
で
に
お

分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
︑
定
期
健

康
診
断
の
実
施
が
法
律
に
定
め
ら
れ
た

事
業
者
の
責
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
︑
当
然
事
業
者
が
負
担
す
べ
き
こ
と

は
明
ら
か
で
︑
Ａ
さ
ん
に
実
費
負
担
を

求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒

　

ま
た
︑
ご
質
問
に
あ
る
よ
う
に
︑
業

務
多
忙
な
ど
を
理
由
に
健
康
診
断
を

受
診
し
な
い
労
働
者
も
ま
ま
見
受
け

ら
れ
ま
す
︒
し
か
し
︑
安
衛
法
第
66

条
第
１
項
で
は
︑
事
業
者
に
労
働
者
の

健
康
診
断
の
実
施
を
義
務
づ
け
る
一
方
︑

第
５
項
で
︑﹁
労
働
者
は
︑
前
各
号
の

規
定
に
よ
り
事
業
者
が
行
う
健
康
診

断
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
定

め
て
お
り
︑
健
康
診
断
の
受
診
は
労
働

者
の
義
務
で
も
あ
る
の
で
す
︒
こ
う
し

た
点
を
労
働
者
に
き
ち
ん
と
説
明
し

理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
︑
健
診
日

に
つ
い
て
も
︑
業
務
に
余
裕
が
あ
り
︑

全
員
が
集
ま
れ
る
日
時
に
設
定
し
た
り
︑

予
備
日
を
設
け
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫

も
必
要
で
し
ょ
う
︒

Ａ�「
常
時
使
用
す
る
労
働
者
」

に
含
ま
れ
、
必
ず
実
施
を

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜大地震発生時の措置等〜
 【解 答】6面に問題

❶ ○（教則第10章第3節災害などのとき1-⑴ア）地震防災対策強
化地域で車を運転中に警戒宣言が発せられたときは、地震の発
生に備えて、あわてることなく、低速で走行するとともに、カーラ
ジオ等により継続して地震情報や交通情報を聞き、その情報に応
じて行動する。
❷ ○（教則第10章第3節災害などのとき3-⑴ア）車を運転中に大
地震が発生したときは、急ハンドル、急ブレーキを避けるなど、
できるだけ安全な方法により道路の左側に停止させること。
❸ ×（教則第10章第3節災害などのとき3-⑴エ）やむを得ず道路

けたままとするか運転席などの車内の分かりやすい場所に置い
ておくこととし、窓を閉め、ドアはロックしないこと。
❹ ×（教則第10章第3節災害などのとき3-⑵ア）車を運転中以外
の場合に大地震が発生したときは、津波から避難するためやむを
得ない場合を除き、避難のために車を使用しないこと。
❺ ○（教則第10章第3節災害などのとき4-⑶）災害対策基本法に
よる交通の規制が行われているときに、警察官の指示を受けた場
合は、その指示に従って車を移動又は駐車すること。

上に置いて避難するときは、道
路の左側に寄せて駐車し、エン
ジンを止め、エンジンキーは付

（4月5日号）

A B C D E F
ガ ー ド レ ー ル

答え合わせ

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】	 ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】	 令和6年5月31日㈮（当日消印有効）

【 宛 て先 】	 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
	 （公社）全日本トラック協会 総務部広報室

【 発 表 】	 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。まちがいさがしの
正解は6月15日号の本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※�ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本ト

ラック協会 個人情報保護方針」に準じます。
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【作画】前川しんすけ

置
﹂
を
追
加
す
る
︒

　

側
方
衝
突
監
視
警
報
装
置

は
︑
左
側
方
の
自
転
車
な
ど

を
検
知
し
︑
左
折
時
の
衝
突

の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
視

覚
お
よ
び
音
に
よ
り
運
転
者

に
警
報
を
出
し
︑
左
折
巻
き

込
み
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
装

置
︒
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第

１
当
事
者
と
な
る
死
亡
・
重

傷
事
故
の
約
４
割
を
占
め
る

﹁
交
差
点
事
故
﹂
で
は
︑
左

折
時
の
８
割
以
上
が
対
自
転

車
に
よ
る
事
故
と
な
っ
て
お

り
︑
同
装
置
の
普
及
に
よ
り

左
折
巻
き
込
み
事
故
の
削
減

が
期
待
さ
れ
る
︒
助
成
金
額

は
︑
車
両
１
台
に
つ
き
取
得

金
額
の
２
分
の
１
（
上
限
10

万
円
）︒

　

な
お
︑
対
象
装
置
は
︑
後

付
け
装
置
で
全
ト
協
が
指
定

す
る
も
の
︒

　

ま
た
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

の
﹃
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）﹄
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
助
成
制
度
﹂で
は
︑

予
算
額
が
１
・
２
億
円
（
前

年
度
比
２
０
０
０
万
円
増
）

と
な
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教

育
訓
練
促
進
助
成
制
度
﹂
で

は
︑
助
成
対
象
研
修
施
設
と

し
て
﹁
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ア
カ

デ
ミ
ー
佐
賀
﹂（
佐
賀
県
伊

万
里
市
）
が
追
加
と
な
る
︒

受
講
促
進
助
成
制
度
﹂で
は
︑

こ
れ
ま
で
対
象
校
と
な
っ
て

い
た
直
方
校
が
廃
止
さ
れ
︑

今
年
1
月
に
初
の
都
市
型
研

修
施
設
と
し
て
開
校
し
た
九

州
校
（
福
岡
県
福
岡
市
）
が

対
象
校
と
な
っ
た
︒

　

経
営
改
善
に
取
り
組
む
事

業
者
が
経
営
課
題
を
把
握

し
︑
改
善
に
取
り
組
む
た
め

の﹁
経
営
診
断（
ス
テ
ッ
プ
１
）﹂

﹁
経
営
改
善
支
援
（
ス
テ
ッ

プ
２
）﹂
を
行
う
場
合
に
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
﹁
経

営
診
断
受
診
促
進
事
業
﹂は
︑

名
称
を
﹁
経
営
診
断
・
経
営

改
善
支
援
・
運
賃
交
渉
支
援

事
業
﹂（
助
成
金
の
名
称
は

﹁
経
営
診
断
・
経
営
改
善
支

援
・
運
賃
交
渉
支
援
事
業
活

用
促
進
助
成
金
﹂）
に
改
め

た
上
で
︑
ス
テ
ッ
プ
３
と
し

て
新
た
に﹁
運
賃
交
渉
支
援
﹂

を
事
業
内
容
・
助
成
対
象
に

加
え
る
方
向
で
調
整
中
︒

　

な
お
︑
同
事
業
に
お
け
る

助
成
金
額
に
つ
い
て
は
︑
見

直
し
が
行
わ
れ
︑
受
付
開
始

は
５
月
中
の
予
定
︒

　
﹁
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入

促
進
支
援
事
業
﹂
で
は
︑
助

成
対
象
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
要
件
と
し
て
︑﹁
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
総

実
施
時
間
の
半
分
以
上
を
︑

①
点
呼
︑
日
常
点
検
︑
業
務

日
報
作
成
等
運
行
前
後
の
ド

ラ
イ
バ
ー
業
務
︑
②
乗
務
体

験
︑
③
荷
積
み
作
業
︑
荷
卸

し
作
業
︑
④
配
車
︑
運
行
管

理
︑
⑤
事
務
作
業
（
総
務
︑

経
理
等
）︑
⑥
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
会
社
概
要
説
明
︑

社
長
講
話
等
）
︱
︱
に
関
す

る
も
の
が
占
め
て
い
る
こ
と
﹂

が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
る
︒

　

な
お
︑全
ト
協
で
は
現
在
︑

中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
の

た
め
の
支
援
事
業
の
新
設
を

検
討
し
て
い
る
︒

　

各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
決
定
次
第
本
紙
に
て
紹

介
す
る
︒

　
﹁
安
全
装
置
等
導
入
促
進

助
成
事
業
﹂
で
は
︑
対
象
機

器
・
装
置
と
し
て
新
た
に

﹁
側
方
衝
突
監
視
警
報
装

つ
星
の
新
規
認
証
取
得
（
上

位
認
証
取
得
を
含
む
）
に
か

か
る
審
査
料
・
登
録
料
﹂
も

助
成
対
象
と
な
る
︒

　

同
事
業
は
︑
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者

が
︑
運
転
者
不
足
に
対
応
す

る
た
め
の
総
合
的
な
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
︑
国
が
創

設
し
た
﹁
働
き
や
す
い
職
場

円
か
ら
倍
の
60
万
円
に
増

額
︒
さ
ら
に
︑
市
販
車
は
ま

だ
存
在
し
な
い
も
の
の
︑
貨

　

５
年
度
に
開
始
し
た
﹁﹃
働

き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
﹄

物
自
動
車
の
﹁
脱
化
石
燃
料

化
・
電
動
化
﹂
に
お
い
て
有

望
な
選
択
肢
と
な
り
得
る
こ

と
か
ら
︑
助
成
対
象
に
﹁
燃

料
電
池
ト
ラ
ッ
ク
﹂
を
新
た

に
追
加
し
た
（
中
小
企
業
者

の
み
対
象
）︒

認
証
取
得
費
助
成
事
業
﹂
で

は
︑６
年
度
よ
り
新
た
に
﹁
三

　
﹁
環
境
対
応
車
導
入
促
進

助
成
事
業
﹂
で
は
︑
予
算
額

を
こ
れ
ま
で
の
２
億
円
か
ら
１

・
５
億
円
と
し
た
一
方
︑
大

型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
の

助
成
額
を
こ
れ
ま
で
の
30
万

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑﹁
安
全
対
策
事
業
﹂

﹁
環
境
対
策
事
業
﹂﹁
経
営
改
善
事
業
﹂
の
３
事
業

に
お
い
て
︑
今
年
度
も
会
員
事
業
者
を
対
象
と
し

た
助
成
事
業
を
実
施
す
る
（
詳
細
10
面
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
令
和
６
年
度
の
助
成
事
業
に
お
け

る
新
規
事
業
や
変
更
点
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

11
「
安
全
対
策
事
業
」

「
安
全
対
策
事
業
」

左
折
巻
き
込
み
事
故
防
止
を
図
る
た
め
に

左
折
巻
き
込
み
事
故
防
止
を
図
る
た
め
に

対
象
機
器
・
装
置
を
さ
ら
に
充
実

対
象
機
器
・
装
置
を
さ
ら
に
充
実

認
証
制
度
（
正
式
名
称
:

運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認

証
制
度
）﹂
の
認
証
取
得
（
新

規
認
証
ま
た
は
継
続
申
請
）

を
し
た
場
合
︑
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
も
の
︒
助

成
額
は
︑新
規
認
証
取
得（
上

位
認
証
取
得
を
含
む
）
に
か

か
る
審
査
料
・
登
録
料
に
つ

い
て
は
上
限
３
万
円
︑
同
位

認
証
継
続
に
か
か
る
審
査
料

・
登
録
料
に
つ
い
て
は
上
限

２
万
円
︑
三
つ
星
の
新
規
認

証
取
得
（
上
位
認
証
取
得
を

含
む
）
に
か
か
る
審
査
料
・

登
録
料
に
つ
い
て
は
上
限
５

万
円
と
な
る
︒

　
﹁
中
小
企
業
大
学
校
講
座
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環
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策
事
業
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「
環
境
対
策
事
業
」

大
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
助
成
額
を
倍
増

大
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
助
成
額
を
倍
増

「
燃
料
電
池
ト
ラ
ッ
ク
」
も
対
象
に
追
加

「
燃
料
電
池
ト
ラ
ッ
ク
」
も
対
象
に
追
加
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「
経
営
改
善
事
業
」

「
経
営
改
善
事
業
」

「
三
つ
星
」
新
規
認
証
取
得
の
助
成
を
追
加

「
三
つ
星
」
新
規
認
証
取
得
の
助
成
を
追
加

「
運
賃
交
渉
支
援
」
に
関
す
る
事
業
が
新
た
に
登
場

「
運
賃
交
渉
支
援
」
に
関
す
る
事
業
が
新
た
に
登
場

「
側
方
衝
突
監
視
警
報
装
置
」
が
対
象
に
追
加

「
側
方
衝
突
監
視
警
報
装
置
」
が
対
象
に
追
加

こ
こ
が
変
わ
る
！　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

令
和
６
年
度
助
成
事
業

こ
こ
が
変
わ
る
！　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

令
和
６
年
度
助
成
事
業
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安全運行のオアシス
トラックステーション

全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない
休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。
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名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
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トラック
バス、タクシー 関東運輸局

AP西新宿 ROOM L＋M（６階） 
東京都新宿区西新宿 7-2-4

新宿喜楓ビル

京都府トラック協会　
研修センター３階　研修室

京都府京都市伏見区竹田向代町 48-3

5月28日（火） 13：30～16：30

13：30～16：30 近畿運輸局5月30日（木）トラック
バス、タクシー

ー 栃木県内 関東運輸局6月下旬（予定）トラック
バス、タクシー

13：30～15：30 オンライン 九州運輸局8月7日（水）トラック
バス、タクシー
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▼
私
の
好

き
な
作
家

で
あ
る
内

館
牧
子
氏

の
著
﹃
夢
を
叶
え
る
夢
を
見
た
﹄

は
︑﹁
棺
桶
に
入
る
時
︑
あ
な
た
は

後
悔
し
な
い
か
﹂
と
問
い
か
け
る
︑

考
え
さ
せ
ら
れ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
で
す
︒
現
状
か
ら
踏
み
出
す

べ
き
か
︑
踏
み
と
ど
ま
る
べ
き
か
︑

本
当
に
充
実
し
た
人
生
を
送
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
︑
誰

も
が
人
生
の
節
目
で
難
し
い
判
断

を
迫
ら
れ
る
﹁
永
遠
の
テ
ー
マ
﹂

に
挑
ん
で
い
ま
す
︒
▼
私
の
友
人

に
は
︑
新
卒
か
ら
定
年
ま
で
生
涯

一
企
業
で
勤
め
た
者
︑
転
職
を
す

る
者
と
様
々
い
ま
す
︒
各
人
に
満

足
度
を
尋
ね
る
と
︑
そ
の
度
合
い

に
さ
ほ
ど
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
︒
先
日
︑
都
内
で
再
会
し
た

中
学
時
代
の
友
人
Ａ
君
は
︑
常
に

成
績
は
学
年
で
上
位
︑
社
会
人
に

な
っ
て
何
度
か
転
職
を
し
︑
私
生

活
で
は
︑
生
涯
独
身
を
貫
い
て
い

ま
す
︒
彼
に
﹁
一
人
で
寂
し
く
は

な
い
？
﹂
と
聞
く
と
︑﹁
全
然
︒
人

生
を
謳
歌
し
て
る
よ
﹂
と
の
回
答

で
す
︒
一
方
︑
新
卒
か
ら
定
年
ま

で
一
つ
の
企
業
に
勤
め
た
Ｂ
君
は

﹁
も
っ
と
違
っ
た
人
生
が
あ
っ
た

か
な
︒
安
定
を
重
視
し
て
好
き
な

分
野
に
飛
び
込
め
な
か
っ
た
﹂
と
︑

少
し
悔
や
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
︒
▼
内
館
牧
子
氏
の
作
品
﹃
終

わ
っ
た
人
﹄
は
︑
大
手
銀
行
の
エ

リ
ー
ト
が
︑
出
世
街
道
を
歩
ん
で

い
た
と
こ
ろ
︑
突
然
出
世
コ
ー
ス

か
ら
外
さ
れ
︑
関
連
企
業
の
役
員

に
出
向
さ
せ
ら
れ
人
生
が
一
変

し
︑
改
め
て
自
身
を
見
つ
め
直
す

と
い
う
内
容
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小

説
で
す
︒
一
寸
先
は
闇
︑
思
い
描

い
た
自
分
の
未
来
が
︑
あ
と
一
歩

の
と
こ
ろ
で
消
え
去
っ
て
し
ま
う

と
い
う
︑
予
期
せ
ぬ
辛
い
場
面
を

描
い
て
い
ま
し
た
︒
▼
人
生
の
浮

き
沈
み
が
極
め
て
激
し
い
﹁
波
瀾

万
丈
﹂
の
人
生
も
︑
の
ち
の
ち
思

い
起
こ
せ
ば
感
慨
深
い
想
い
出
と

な
る
で
し
ょ
う
︒
ま
た
︑
ほ
ど
ほ

ど
に
満
た
さ
れ
た
生
涯
は
︑﹁
可
﹂

も
な
く
﹁
不
可
﹂
も
な
い
︑
刺
激

の
な
い
﹁
円
満
具
足
﹂
の
人
生
と

言
え
る
で
し
ょ
う
︒
時
に
は
︑
積

み
重
な
っ
た
不
平
・
不
満
に
耐
え

ら
れ
な
い
気
持
ち
に
陥
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
︒
人
生
山
あ
り
谷

あ
り
で
す
︒
▼
今
年
４
月
に
入
社

さ
れ
た
新
人
社
員
の
方
々
に
は
︑

﹁
い
わ
ゆ
る
﹃
五
月
病
﹄
な
ど
に

負
け
ず
頑
張
っ
て
﹂
と
︑
大
き
な

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
で
す
︒
今
ま

さ
に
︑
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

期
間
中
で
す
が
︑
こ
の
間
に
ゆ
っ

く
り
と
心
身
を
癒
し
て
︑
健
全
な

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
す
る
こ
と
で
︑﹁
強
い
鋼
の
よ

う
な
精
神
﹂
の
持
ち
主
に
一
歩
ず

つ
近
づ
い
て
ほ
し
い
と
願
う
次
第

で
す
！

 

（
山
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薫
）
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グ
は
︑
特
に
熱
中
症
へ
の
注

意
が
必
要
と
な
る
︒

・
５
月
の
暑
い
日

　

５
月
で
も
最
高
気
温
が
25

度
以
上
の
夏
日
や
︑
30
度
以

上
の
真
夏
日
と
な
る
こ
と
も

あ
る
︒
体
が
ま
だ
暑
さ
に
慣

れ
て
い
な
い
た
め
︑
気
温
が

高
く
な
る
日
に
活
動
を
す
る

際
に
は
︑
屋
外
で
も
室
内
で

も
自
分
の
体
調
に
注
意
し
︑

水
分
補
給
と
適
度
な
休
憩
が

求
め
ら
れ
る
︒

・
梅
雨
の
晴
れ
間

　

梅
雨
で
雨
が
降
り
︑
気
温

が
下
が
る
と
︑
そ
れ
ま
で
に

暑
熱
順
化
し
た
体
も
元
に
戻

っ
て
し
ま
う
︒
梅
雨
の
晴
れ

間
で
気
温
が
上
が
る
日
は
︑

温
度
も
湿
度
も
上
が
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
︑
熱
中
症
に

は
特
に
注
意
が
必
要
と
な
る
︒

・
梅
雨
明
け

　

図
１
は
︑
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
（
５
月
~
９
月
）
に
実

施
す
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
て

い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
こ
の
中

か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
紹

介
す
る
︒

①
暑
熱
順
化
へ
の
対
応

　

暑
熱
順
化
と
は
︑
体
が
暑

さ
に
慣
れ
る
こ
と
を
い
う
︒

暑
い
日
が
続
く
と
︑
体
は
次

第
に
暑
さ
に
慣
れ
て
︑
暑
さ

に
強
く
な
る
︒
一
方
で
︑
暑

さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
熱
中

症
に
な
る
危
険
性
が
高
ま
る

た
め
︑
暑
熱
順
化
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
︑
暑
さ
が
本
格

化
す
る
前
か
ら
熱
中
症
の
対

策
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

︻
特
に
暑
熱
順
化
が
で
き
て

い
な
い
可
能
性
が
高
い
タ
イ
ミ

ン
グ
︼

　

暑
熱
順
化
が
で
き
て
い
な

い
可
能
性
が
高
い
タ
イ
ミ
ン

作
業
時
間
を
調
整
し
て
︑
次

第
に
長
く
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
︒特
に
︑新
規
採
用
者
等

に
対
し
て
他
の
労
働
者
と
同

様
の
暑
熱
作
業
を
行
わ
せ
な

い
よ
う
︑
計
画
的
な
暑
熱
順

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
︒

※
暑
熱
順
化
対
応
例

②
健
康
管
理

︻
日
常
の
健
康
管
理
︼

　

当
日
の
朝
食
の
未
摂
取
︑

睡
眠
不
足
︑
前
日
の
多
量
の

飲
酒
︑
体
調
不
良
等
が
熱
中

症
の
発
症
に
影
響
を
与
え
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
指
導
を
行
う
︒
ま
た
︑
熱

中
症
の
具
体
的
症
状
に
つ
い

て
労
働
者
に
教
育
し
︑
労
働

者
自
身
が
早
期
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
︒

︻
労
働
者
の
健
康
状
態
お
よ

び
暑
熱
順
化
の
状
況
の
確
認
︼

　

当
日
の
作
業
開
始
前
に
︑

当
日
の
朝
食
の
未
摂
取
︑
睡

眠
不
足
︑
前
日
の
多
量
の
飲

酒
︑
体
調
不
良
等
の
健
康
状

態
の
確
認
を
行
う
︒
ま
た
︑

職
長
等
の
管
理
者
は
︑
入
職

後
１
週
間
未
満
の
労
働
者
お

よ
び
夏
季
休
暇
等
の
た
め
に

熱
へ
の
ば
く
露
か
ら
４
日
以

上
離
れ
て
い
た
労
働
者
を
あ

ら
か
じ
め
把
握
し
︑
当
該
労

働
者
の
作
業
時
間
中
や
作
業

終
了
後
に
お
け
る
健
康
状
態

に
特
に
配
慮
す
る
︒

　

健
康
状
態
ま
た
は
暑
熱
順

化
の
状
況
か
ら
熱
中
症
の
発

症
リ
ス
ク
が
高
い
と
疑
わ
れ

る
者
に
対
し
て
は
︑
必
要
に

応
じ
作
業
の
配
置
換
え
等
を

行
う
︒

︻
作
業
中
の
労
働
者
の
健
康

状
態
の
確
認
︼

　

作
業
中
は
巡
視
を
頻
繁
に

行
い
︑
声
を
か
け
る
な
ど
し

て
労
働
者
の
健
康
状
態
を
確

　

図
３
は
︑
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
重
点
取
組
期
間（
７
月
）

に
実
施
す
べ
き
事
項
を
ま
と

め
て
い
る
︒

　

期
間
中
に
梅
雨
明
け
を
迎

え
る
地
域
が
多
く
︑
急
激
な

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
の

上
昇
が
想
定
さ
れ
る
が
︑
そ

の
場
合
は
︑
労
働
者
の
暑
熱

順
化
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
︑
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ

て
暑
熱
順
化
を
行
う
と
と
も

に
︑暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）

に
応
じ
た
作
業
の
中
断
等
を

徹
底
す
る
︒

　

ま
た
︑
当
日
の
朝
食
の
未

　

職
場
で
の
暑
熱
順
化
は
暑

さ
が
本
格
化
す
る
前
に
作
業

時
間
を
徐
々
に
伸
ば
す
な
ど

調
整
し
︑
発
汗
し
や
す
い
服

装
等
で
作
業
負
荷
を
か
け
︑

個
人
の
健
康
状
態
を
確
認
し

な
が
ら
７
日
以
上
か
け
て
実

施
す
る
︒
職
場
以
外
で
も
︑

認
す
る
︒
ま
た
︑
単
独
で
の

長
時
間
労
働
を
避
け
さ
せ
︑

複
数
の
労
働
者
に
よ
る
作
業

に
お
い
て
は
︑
労
働
者
に
お

互
い
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

留
意
す
る
よ
う
指
導
す
る
と

と
も
に
︑
異
変
を
感
じ
た
際

に
は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
周

囲
の
労
働
者
や
管
理
者
に
申

し
出
る
よ
う
指
導
す
る
︒
単

独
作
業
が
避
け
ら
れ
な
い
場

合
は
︑
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ

イ
ス
導
入
を
検
討
す
る
こ
と

や
体
調
の
定
期
連
絡
な
ど
︑

常
に
状
況
を
確
認
で
き
る
態

勢
を
確
保
す
る
︒

摂
取
︑
睡
眠
不
足
︑
体
調
不

良
︑
前
日
の
大
量
の
飲
酒
︑

暑
熱
順
化
の
不
足
等
に
つ
い

て
︑
作
業
開
始
前
に
確
認
す

る
と
と
も
に
︑
巡
視
の
頻
度

を
増
や
す
ほ
か
︑
期
間
中
は

熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
含
め
︑
重
点

的
な
教
育
を
行
う
︒

　

体
調
不
良
の
者
を
休
憩
さ

せ
る
場
合
は
︑
状
態
の
把
握

が
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
配

慮
し
︑
状
態
が
悪
化
し
た
場

合
の
連
絡
・
対
応
方
法
を
確

認
し
て
お
く
︒
異
常
を
認
め

た
時
は
︑
躊
躇
す
る
こ
と
な

個
人
の
運
動
︑
入
浴
等
日
常

生
活
で
無
理
の
な
い
範
囲
で

汗
を
か
く
よ
う
に
す
る
こ
と

で
も
可
能
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
４
日
後
に
は
暑
熱

順
化
が
顕
著
に
喪
失
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
︑
連
休
前
に
７

日
以
上
か
け
て
身
体
的
負
荷

を
増
や
す
な
ど
暑
熱
順
化
し

て
も
︑
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
や
夏
季
休
暇
な
ど
を
挟
む

場
合
に
は
︑
休
暇
中
の
活
動

状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な

ど
し
て
︑
休
暇
中
に
発
汗
を

伴
う
ス
ポ
ー
ツ
等
を
行
っ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に

は
︑
必
要
に
応
じ
︑
暑
熱
順

化
期
間
の
延
長
や
︑
追
加
の

暑
熱
順
化
を
行
う
︒

　

な
お
︑（
一
財
）
日
本
気

象
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ﹁
熱

中
症
ゼ
ロ
へ
﹂
で
は
︑﹁
暑
熱

順
化
ポ
イ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

な
ど
の
資
料

を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
る

︵
二
次
元
コ
ー
ド
︶︒

③
異
常
時
の
措
置

　

図
２
で
は
︑
熱
中
症
の
症

状
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
た

ら
︑
熱
中
症
に
か
か
っ
て
い

る
危
険
性
が
あ
る
︒

　

本
人
や
周
り
が
少
し
で
も

異
変
を
感
じ
た
際
に
は
︑
必

ず
一
旦
作
業
を
離
れ
︑
病
院

に
搬
送
す
る
な
ど
の
措
置
を

と
る
と
と
も
に
︑
症
状
に
応

じ
て
救
急
隊
を
要
請
す
る
︒

な
お
︑
本
人
に
自
覚
症
状
が

な
い
︑
ま
た
は
大
丈
夫
と
の

本
人
か
ら
の
申
し
出
が
あ
っ

た
と
し
て
も
︑
周
囲
の
判
断

く
救
急
隊
を
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︒
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︑
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︑
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︑
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︼
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︑
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︑
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図２　熱中症が疑われる症状
めまい、失神、筋肉痛
筋肉の硬直、大量の発汗
頭痛、不快感、吐き気
嘔吐、倦怠感、虚脱感
意識障害、けいれん
手足の運動障害、高体温

熱中症特別警戒アラートについて
熱中症特別警戒アラート 熱中症警戒アラート

位置づけ
気温が特に著しく高くなることにより、熱中症による
人の健康に係る重大な被害が生じるおそれがある場合

＜過去に例のない広域的な危険な暑さを想定＞

気温が著しく高くなることにより、熱中症に
よる人の健康に係る被害が生じるおそれがあ
る場合

発表基準
都道府県内において、全ての暑さ指数情報提供地点に
おける翌日の日最高暑さ指数（WBGT）が 35（予測値、
小数点以下四捨五入）に達すると予測される場合

府県予報区等内のいずれかの暑さ指数情報提
供地点における、日最高暑さ指数（WBGT）
が 33（予測値、小数点以下四捨五入）に達す
ると予測される場合

発表時間 前日午後 2 時頃（前日午前 10 時頃の予測値で判断） 前日午後 5 時頃および当日午前 5 時頃

表示色 黒 紫
※令和 6 年の運用期間：4 月 24 日～ 10 月 23 日（運用期間外の情報収集も実施予定）

　環境省は 4 月 24 日、「熱中症特別警戒アラート」の運用を開始した。
　これは、令和 3 年度から運用されてきた「熱中症警戒アラート」に加え、気温が特に著しく高くなり、
熱中症による人の健康に係る重大な被害が生じるおそれのある場合に発表されるものである。
　「熱中症特別警戒アラート」の概要は、別表の通り。
　なお、「熱中症特別警戒アラート」に関する情報は、環境省「熱中症予防情報サイト」（二次元
コード①）や「個人向けメール配信サービス」（二次元コード②）などで提供される。
　環境省では、「熱中症特別警戒アラート」の発表地域では、広域的に過去に例のない危険な暑さ
となることから、自発的な熱中症予防行動の実施などを呼びかけている。

環境省　「熱中症特別警戒アラート」の運用を開始！

①環境省「熱中症
予防情報サイト」

②「個人向けメール
配信サービス」
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